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【
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
】

　

請
求
者
（
本
人
）
や
配
偶
者
お
よ
び
扶

養
義
務
者
の
所
得
が
限
度
額
以
上
で
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌
年
７
月

ま
で
の
手
当
が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

※ 

所
得
制
限
限
度
額
に
扶
養
親
族
の
年
齢

に
よ
り
加
算
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
心
身
に
障
が

い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て

い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
申
請
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
く
わ
し

く
は
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
児
童
の
障
が
い
の
程
度
】

◎
手
当
１
級
相
当

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

１
・
２
級
（
内
部
的
疾
患
含
む
）
程
度

に
該
当
す
る
児
童

・ 

療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
程
度
、
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
程
度

に
該
当
す
る
児
童

◎
手
当
２
級
相
当

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

３
級
（
内
部
的
疾
患
含
む
）
程
度
に
該

当
す
る
児
童

・ 

日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
程

度
の
知
的
障
が
い
、
も
し
く
は
精
神
障

が
い
の
児
童

※ 

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
給
す
る
資
格

が
あ
り
ま
せ
ん
。

① 

児
童
及
び
父
母
ま
た
は
養
育
者
が
、
日

本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

② 
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③ 

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
（
保
育
所
・
通

所
施
設
・
障
が
い
児
入
所
施
設
へ
の
親

子
入
所
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と

き
【
手
当
の
額
】

◎
平
成
27
年
4
月
か
ら

　

１
級
…
月
額
５
１
，１
０
０
円

　

２
級
…
月
額
３
４
，０
３
０
円

【
支
給
月
】

　

４
月
（
12
〜
３
月
分
）・
８
月
（
４
〜

７
月
分
）・
11
月
（
８
〜
11
月
分
）

※ 

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

【
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く
】

　

８
月
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
「
所
得

状
況
届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。
届
出
を

し
な
い
と
受
給
資
格
が
あ
る
人
で
も
８
月

分
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
２
年
間
こ
の
現
況

届
を
提
出
し
な
い
と
時
効
で
受
給
権
が
な

く
な
り
ま
す
。
受
給
者
に
は
８
月
上
旬
に

通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
日
時
】

　

８
月
11
日
㈫
〜
31
日
㈪

※
土
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く

【
提
出
場
所
】

　

社
会
福
祉
課
窓
口
（
石
橋
庁
舎
一
階
）

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

　

通
知
書
、
手
当
証
書
、
印
鑑
、
そ
の
他

指
定
の
書
類

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ■所得制限限度額表

扶養親族の数 請求者（本人） 配偶者及び
扶養義務者

0人 4,596,000円 6,287,000円
1人 4,976,000円 6,536,000円
2人 5,356,000円 6,749,000円
3人 5,736,000円 6,962,000円
4人 6,116,000円 7,175,000円

5人以上 以下380,000円
ずつ加算

以下213,000円
ずつ加算

問い合わせ先
社会福祉課
☎52-1112

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
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【
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ

な
く
】

　

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
省
令
に
基
づ
き
例
年
８

月
に「
現
況
届
」を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
８

月
上
旬
に
通
知
書
を
郵
送
い
た

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
日
時
】

　

８
月
11
日
㈫
〜
31
日
㈪

※
土
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く

【
提
出
場
所
】

　

社
会
福
祉
課
窓
口（
石
橋
庁

舎
１
階
）

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

〇
現
況
届

〇 

平
成
26
年
中
に
受
給
し
た
年

金
等
の
種
類
・
受
給
額
の
分

か
る
書
類
の
写
し（
受
給
者

の
み
）

〇 

平
成
27
年
度
の
所
得
証
明
書

ま
た
は
住
民
税
決
定
証
明
書

（
転
入
等
に
よ
り
平
成
27
年

１
月
１
日
に
下
野
市
に
住
所

が
な
い
方
の
み
）

の
機
能
の
障
が
い
ま
た
は
長

期
に
わ
た
る
絶
対
安
静
が
必

要
な
症
状
が
①
〜
⑦
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態

で
あ
り
、
日
常
生
活
の
用
事

を
行
う
こ
と
が
著
し
く
困
難

な
状
態
に
あ
る

⑨ 

精
神
の
障
が
い
ま
た
は
最
重

度
の
知
的
障
が
い
で
前
記
①

〜
⑧
と
同
程
度
以
上
と
認
め

ら
れ
る

⑩ 

身
体
の
機
能
の
障
が
い
や
症

状
ま
た
は
精
神
の
障
が
い
が

重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、

そ
の
状
態
が
前
記
①
〜
⑨
と

同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

【
支
給
制
限
】

① 

受
給
資
格
者
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
も
し
く
は
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
が
一
定
金
額

以
上
で
あ
る
と
き

② 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

③ 

障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
給
付
を
受
け
て
い
る
方

【
手
当
の
額
】

◎
平
成
27
年
4
月
か
ら

　

月
額
１
４
，４
８
０
円

【
支
給
月
】

　

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

■
特
別
障
害
者
手
当

【
対
象
者
】

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

で
、
次
の
①
〜
⑦
の
障
が
い
が

２
つ
以
上
重
複
す
る
か
、
そ
れ

と
同
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ

る
、
在
宅
で
20
歳
以
上
の
特
別

重
度
障
が
い
者

① 

両
眼
の
視
力
の
和
が
０
‧

０
４
以
下

② 

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が

１
０
０
デ
シ
ベ
ル
以
上

③ 

両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障

が
い
、
両
上
肢
の
す
べ
て
の

指
を
欠
く
、
両
上
肢
の
す
べ

て
の
指
の
機
能
に
著
し
い
障

が
い
を
有
す
る

④ 

両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障

が
い
、
両
下
肢
を
足
関
節
以

上
で
欠
く

⑤ 

体
幹
の
機
能
に
、
座
っ
て
い

る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
か

立
ち
上
が
る
こ
と
の
で
き
な

い
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る

⑥ 

前
記
①
〜
⑤
の
ほ
か
、
身
体

の
機
能
の
障
が
い
ま
た
は
長

期
に
わ
た
る
絶
対
安
静
が
必

要
な
症
状
が
①
〜
⑤
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態

で
あ
り
、
日
常
生
活
の
用
事

を
行
う
こ
と
が
著
し
く
困
難

な
状
態
に
あ
る

⑦ 

精
神
の
障
が
い
ま
た
は
最
重
度

の
知
的
障
が
い
で
前
記
①
〜
⑥

と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

【
支
給
制
限
】

① 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

② 

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３
か

月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
て

い
る
方

③ 

受
給
資
格
者
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
も
し
く
は
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
が
一
定
金
額

以
上
で
あ
る
と
き（
受
給
資

格
者
の
所
得
に
は
障
害
基
礎

年
金
を
含
み
ま
す
）

【
手
当
の
額
】

◎
平
成
27
年
4
月
か
ら

　

月
額
２
６
，６
２
０
円

【
支
給
月
】

　

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

■
障
害
児
福
祉
手
当

【
対
象
者
】

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
で
、
次

の
①
〜
⑩
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
、
在
宅
で
20
歳
未
満
の
重

度
障
が
い
児

① 

両
眼
の
視
力
の
和
が
０
‧

０
２
以
下

② 
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
使

用
し
て
も
音
声
を
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

③ 

両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が

い
を
有
す
る

④ 

両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く

⑤ 

両
下
肢
が
ま
っ
た
く
動
か
な
い

⑥ 

両
大
腿
を
2
分
の
1
以
上

失
っ
て
い
る

⑦ 

体
幹
の
機
能
に
、
座
っ
て
い

る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る

⑧ 

前
記
①
〜
⑦
の
ほ
か
、
身
体

日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が
い
者
（
児
）
で
、
支
給
要
件
を
満
た
す
方
に
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
に
は
指
定
の
診
断
書
な
ど
が
必
要

で
す
の
で
、
詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
観
光
大
使
「
カ
ン
ピ
く
ん
」
が
最
近
挑
戦
し
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

①
「
カ
ン
ピ
く
ん
体
操
」
を
作
っ
た
。
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
に
登
場
し
た
。
③
家
を
建
て
た
。

問
１
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

山口県にある蔵元「旭酒造㈱」で作られ
る獺祭の原料となる酒米「山田錦」を生産
する48名の方々が、生産技術の向上などを
目的にとちぎ獺祭米の会を設立しました。
山田錦は生産がとても難しいとされて

いますが、今年は下野市を中心に約60ヘク
タール作付され、収穫後は旭酒造に納入さ
れ美味しい日本酒になります。

緑３丁目北自治会が防災訓練を実施

 国分寺少年剣友会創立40周年記念剣道大会
県内の剣士が熱戦をくりひろげました

7月5日㈰に国分寺中学校体育館で、国分寺少年剣友会発足
40周年を記念して剣道大会が開催されました。市内外から集
まった463人の剣士たちが剣をとおして、心技体の鍛錬と友好
を深めました。試合は、小学生低学年の部、小学生高学年の部、
中学生の個人戦と道場対抗の団体戦で行われ日ごろの稽古の
成果を発揮しました。大会は10年ごとに行われています

とちぎ獺祭米の会設立総会

緑３丁目北自治会（神谷雅美会長）が７月４日（土）
に、グリーンタウンコミュニティセンターにおいて
防災訓練を行いました。
当日は、石橋消防署救急救命士の指導による普通
救命訓練を行いました。
訓練の内容は、倒れている方を発見してから、周
囲の方と協力して消防署への通報、救急車が到着す
るまでの心臓マッサージとＡＥＤの操作について繰
り返し訓練しました。
参加者からは「今まで不安がありましたが、少し
自信がつきました。」など、訓練の大切さについて
の感想がありました。

災害時に非常用電源を提供
災害時に蓄電池の提供を受ける協定が結ばれました

東京都中央区に本社を
置き、下野市成田地内に
太陽光発電所建設を進め
ている株式会社ゼックと
下野市は、６月16日㈫、
災害時に市が非常用蓄電
池の提供を受けるための
「災害時における非常用電

源対応に関する協定」を結びました。
この事業は株式会社ゼックが県内で初めて、大型太
陽光発電設備共同購入システムとして太陽光分譲ファ
ンド事業を活用して設備を建設するもので、この協定
により、同社が所有する蓄電池16台及び充電施設を、
災害時に市が無償で使用することができるものです。
災害時に避難所が開設された際に避難した方々が持つ
携帯電話等の充電に活用
することができます。
なお、本太陽光発電所
は７月１日㈬に稼働を開
始し、順調に発電を続け
ています。ＡＥＤの操作講習の様子

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】「 

カ
ン
ピ
く
ん
」が
、つ
い
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
に
登
場
し
ま
し
た
。
日
常
使
え
る
、か
わ
い
い「
カ
ン
ピ
く
ん
」が
い
っ

ぱ
い
で
す
。（h

ttp
://w

w
w
.sh

im
o
tsu

ke
-ta

.c
o
m
/e
n
try-n

e
w
s.h

tm
l?
id
=
9
3
6
2
6

）

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.8
4



S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

下坪山工業団地で一般廃棄物処理を行って
いるウィズペットボトル株式会社では、300羽
を超えるカラスに毎日悩まされていたそうで
す。そこで同社では、鷹を飼い始めたところ
カラスが１羽も来なくなったということです。
１日１回程度大空へ飛ばし、普段は工場内に
造られた止まり木にとまっているそうです。
また周辺の工場でもカラスが来なくなった
と喜ばれているそうで、お腹がすくとかわい
い声で餌をねだって鳴いていました。

百歳おめでとうございます

○最優秀賞
　単独演武〔小学生初級の部〕   鈴木　美涼
　　　　　 〔小学生中級の部〕   高橋　大空
　組演武　 〔中学生の部〕   髙橋　茉央　藤田健太郎
○優秀賞
　単独演武〔小学生初級の部〕   五月女佳緒
　　　　　 〔中学生段外の部〕   五月女侑樹
　組演武　 〔中学生の部〕   佐藤　陽太　松本　愛花
　　　　　 〔親子の部〕    富永　柚奈　富永　貴司
○入賞
　単独演武〔小学生初級の部〕   髙橋　嘉風　髙橋　麻由
　　　　　 〔一般女子有段の部〕山田　玲

カラス対策に絶大な効果 少林寺拳法栃木県大会３部門で最優秀賞
3部門制覇！おめでとうございます（敬称略）

備えは万全！消防団夏季点検実施
市民の安全安心のため消防団は活動しています！

6月28日㈰に国分寺運動公園で消防団の夏季点検が実施
されました。
夏季点検は、いつ起こるかわからない火災や災害に対

し、常に万全な態勢で対応ができるように行われるもの
です。
当日は、市内の消防団員と23台の消防団車両が集まり、

大塚団長の指揮のもと服装点検・機械器具点検のほか、
消防ポンプ自動車による放水点検が実施されました。
災害は人命や財産を一瞬で奪いかねない恐ろしいもの

です。その災害を防ぐための消防団ですが、市民の皆さ
んの協力が不可欠です。消防団の活動に対し皆さんのご
理解とご協力をお願いします。

稲見キミさん（大正4年6月生）が百歳を迎え
られ、市長より祝詞とお祝いの品を贈呈しまし
た。
稲見さんは、週に3回公文学習（読み書き・
計算）を行ったり、軽い運動をしたり、月に
1回生け花・押し花を習ったりと、楽しんでい
らっしゃいます。また、好き嫌いなく食事もお
いしくいただけるそうです。
いつまでもお元気でお過ごしください。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
役
所
新
庁
舎
の
最
寄
駅
は
何
駅
で
し
ょ
う
か
？

①
小
金
井
駅　

②
自
治
医
大
駅　

③
石
橋
駅

問
2

Shimotsuke
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Ｑ＆Ａ
Ｑ１：今回の不正アクセスにより、私の年金そのものがなくなったり、減ってしまうことはないのですか。
Ａ１：○今回の不正アクセスにより、皆様の年金そのものがなくなったり、減ったりすることはありません。

○ 皆様への年金払いの基となる年金記録を管理するシステムからの情報の流出や年金記録の改ざんは、確認さ
れていません。
○ なお、流出した基礎年金番号は、新しい番号に変更いたします。番号が変わっても、皆様のほかの年金記録
は変わりません。

Ｑ２：流出した情報を使い、他人がなりすますことで、私の年金が横取りされることはないのですか。
Ａ２：○ 横取りにより、皆様に年金が支払われなくなることは、ありません。年金は、ご本人に確実に支払います。

○ 年金は、ご本人名義の口座に振り込みます。流出した情報を使い、他人が年金の振込先を変更することはで
きません。（振込先を変更するためには、金融機関の証明印やご本人の預金通帳の写しなどにより、日本年
金機構がご本人の口座であることを確認します）
○ 不審な点やご不明な点があれば、日本年金機構専用電話窓口やお近くの年金事務所へお問い合わせください。

Ｑ３：年金の支払いに滞りは出ませんか。
Ａ３：○年金の支払いが滞ることは、ありません。

○ 万が一、支給日の15日を過ぎても支払いがない場合には、お近くの年金事務所にお問い合わせください。

！「年金情報流出」を口実にした犯罪にご注意ください！
日本年金機構の不正アクセス専用コールセンターには、お客様から
「不審電話がかかってきた」という情報を多くお寄せいただいていま
す。不審電話は、お客様の個人情報を聞き出そうと、親切で巧妙な語
り口で話してきますので、細心の注意が必要です。

※このような特徴があります※
・ 初めは優しく丁寧な話し方です。途中から「今すぐ手続きしないと
年金が止まる」や「窃盗（あるいは横領）の罪に問われる」と相手
を焦らせる言い方をするものもあります。
・ 特に「60歳以上の方」と年金受給者、高齢者の情報を聞き出そうとするものが多いです。
・ 発信番号は、固定電話、携帯電話だけではなく、フリーダイヤル（0120）、ナビダイヤル（0570）の場合
もあります。

日本年金機構や年金事務所から・・・
・この件でお客様の個人情報を聞くことはありません。
・この件でお客様に電話をすることはありません。
・この件でお客様にお金やキャッシュカードを要求することは、一切ありません。
・この件でお客様にＡＴＭの操作をお願いすることは、一切ありません。

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

日本年金機構からのお知らせです

ご自分の情報が流出しているのでは？など、ご心配の方は、下記専門電話
相談窓口またはお近くの年金事務所へご相談ください。

日本年金機構　専門電話相談窓口　（通話料はかかりません）
０１２０－８１８２１１

受付時間　午前8時30分～午後9時（平日及び土日）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】　

自
治
医
大
駅
西
口
か
ら
３
０
０
ｍ
の
位
置
に
建
設
中
で
す
。
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◆
新
庁
舎
は
地
球
環
境
に
優
し
い
建
物
で
す

【
地
中
熱
利
用
空
調
シ
ス
テ
ム
特
集
】

　

地
中
熱
利
用
空
調
シ
ス
テ
ム
は
、
年
間
を
通
し
て
温
度
が
安
定
し
た
地
中
の
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
夏
は
外
気
温
よ
り
低
く
、
冬
は
外
気
温
よ
り
高
い
）
を
集
め
て
空
調
に

利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
一
般
の
空
調
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
地
中
熱
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
電
力
の
消
費
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
よ
り
多
く

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
地
球
環
境
に
と
て
も
優
し
い
空
調
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　　

新
庁
舎
で
は
地
中

の
熱
を
集
め
る
地
中

熱
交
換
器
を
地
中
約

１
０
０
m
の
深
さ
ま

で
14
本
埋
め
込
み
地

中
の
熱
を
集
め
ま
す
。

　

ま
た
、
集
め
た
地

中
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

1
階
の
市
民
ロ
ビ
ー

の
空
調
に
活
用
し
ま

す
の
で
、
新
庁
舎
開

庁
後
に
は
ぜ
ひ
体
感

し
て
く
だ
さ
い
。

新 庁 舎 建 設
◆
新
庁
舎
建
設
工
事
の
よ
う
す
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

新
庁
舎
建
設
工
事
は
、
庁
舎
棟
と
付
属
棟
共
に
建
物
の
骨
組
み
と
な

る
躯
体
工
事
が
完
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
が
概
ね
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
1
月
の
工
事
完
了
を
目
指
し
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
て
ま

す
。
※
新
庁
舎
の
開
庁
は
平
成
28
年
５
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■工事現場の様子 ■工事現場の様子

航空写真：東側から敷地を見る（6月22日撮影） 内装工事の様子

定点写真：南側から敷地を見る（6月26日撮影） 熱交換器設置工事の様子

■問い合わせ先　新庁舎準備室　☎（40）５５６８

　

現
在
、
現
場
で
は
外
装
（
窓
サ
ッ
シ
の
取
付
等
）・
内
装
（
間
仕

切
り
設
置
等
）
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
中
熱
利
用
空
調

シ
ス
テ
ム
の
熱
交
換
器
を
地
中
に
埋
め
込
む
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

地中熱利用空調システムのイメージ

Shimotsuke
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今回は2回目です。

LESSON2 まちづくりって何だろう？
　「まちづくり」にはいろんな参加の方法や形がありますが、ここではそのほんの一例を取り上げて
います。みなさんの周りでもどんなものがあるか探してみましょう。

どんなことがまちづくりなの？
こまろ（下毛野朝臣古麻
呂）〔下野薬師寺の建立、
大宝律令の選定に携わっ
た下野市ゆかりの人物〕

カンピくん
〔道の駅しもつけイ
メージキャラクター、
下野市観光大使〕

まちづくりって公園や道路を造ることでしょ。市役所の仕事じゃないの？

確かに公園や道路を造ることもまちづくりだけど、本当にそれだけがま
ちづくりなのかな？　まちづくりをもっと広い意味で考えると、私たち
の暮らしを支えるすべてをよりよくすること、社会づくりがまちづくり
と言えるんじゃないかな。だから、まちづくりは市役所が仕事としてや
るだけでなく、私たち市民がやることもあると思うよ。

そうか。下野市の文化や風土を形づくっているのは、市役所ではなく、むしろ私たち
市民のいろいろな活動だもんね。全部含めて「まちづくり」ってことなんだね！

そのとおり！わたしたち市民がまちづくりの主役なんだね。例えばこん
なまちづくりがあるよ。

いろいろなまちづくりがあるね。皆さんも、できることから、始めてみませんか。

自治会の活動に参加する

選挙で市長や議員を選ぶ

広報紙やホームページで
市政情報を得る

資源回収や清掃活動に
参加する

市役所のアンケートや
意見・提案を提出する

自然を守る活動に参加する

防犯パトロールで
地域の子どもたちを見守る

市の講座やワークショップ、
審議会などに参加する

地域で支え合う活動に
参加する

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
職
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
じ
て
出
向
き
、
市
役
所
各
課
の
事
業
や
制
度
を
は
じ
め
生
活
に
必
要
な
情
報
な
ど
多
彩
な
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
講
座
の

名
称
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？　

①
下
野
市
も
の
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座　

②
下
野
市
い
え
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座　

③
下
野
市
ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座

問
３

平成26年４月からから下野市自治基本条例が施行されました。中学生向け概要版を用いて条例の説明をしていきます。　　

まちづくりのイメージ

国や栃木県が
行うこと

下野市で
できることは、
下野市で行う

地域で
できることは、
地域で行う

家庭でできる
ことは、
家庭で行う

自分でできる
ことは、
自分で行う

国のルール

下野市の
ルール

地域のルール
学校のルール

家庭のルール

日本国憲法
・国民主権
・国民の権利と義務

ごみの捨て方
自治会のきまり
学校のきまり

下野市自治基本条例
・市民が主役のまちづくり
・協働によるまちづくり

条例制定過程や条例解説など、詳しい情報は市ホームページでご覧いただけます。

【問い合わせ先】下野市 総合政策部 市民協働推進課
　　　　　　　 〒329-0492　栃木県下野市小金井1127
☎0285（40）5585　 （40）5572　  shiminkyoudousuishin@city.shimotsuke.lg.jp 

わかりやすい出前講座も
やってるよ！こちらも、詳
しくは市ホームページで

下野市自治基本条例
ここをクリック

Shimotsuke
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お　

知　

ら　

せ

「
し
も
つ
け
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
」に
参
加

し
ま
し
ょ
う
！！

「
し
も
つ
け
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
」
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
参
加
申
込
書
を
健
康

増
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
限
は
８
月
31
日
㈪
で

す
。参

加
申
込
書
は
、
健
康
増
進

課
窓
口
ま
た
は
各
公
民
館
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
。

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
等
を

受
診
し
、
市
の
健
康
づ
く
り
事

業
等
に
参
加
さ
れ
た
方
に
記
念

品
（
道
の
駅
し
も
つ
け
商
品
券
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

自
分
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】
講
座
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
や
お
申
し
込
み
要
件
な
ど
は
、
下
野
市
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
☎（
40
）０
９
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Shimotsuke
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保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

健康増進課　☎（５２）１１１６問い合わせ先

下野市内の保険診療による禁煙治療を行っている医療機関

禁煙成功の秘訣は、「正しい方法」で禁煙することです。禁煙達成には「禁煙を開始
する」「禁煙を続ける」という2つの難所があります。我慢するつらい禁煙は過去の話、
楽に禁煙する方法があるということを理解しましょう。

海老原医院 小金井5-26-10 44-0163
午前9時～ 11時30分（金曜は休診）
午後3時～ 5時30分
（月・金曜は休診、日曜は午後4時30分まで）

○ 不要

小金井中央病院 小金井2-4-3 44-7000 午後2時～ 4時30分（火・木曜） ○ 不要

ことうだ腎クリニック 駅東5-13-16 44-8345 午前9時～ 12時（月～土曜） ○ 必要

佐藤内科 石橋839-14 53-1305
午前9時～ 12時（月・火・水・木・土曜）
午後2時～ 7時（月・火・水曜）
午後2時～ 4時（土曜）

○ 必要

自治医科大学附属病院 薬師寺3311-1 58-7123
呼吸器内科（禁煙外来）
午後3時～ 4時（月曜）

○ 必要

若草クリニック 緑2-3291-1 40-0123
午前9時～ 12時（水曜休診・日曜は10時～）
午後3時～ 6時（月・火・金・土曜）

○ 不要

治療内容・費用等詳細については、直接医療機関にご確認ください。



レ
ッ
ス
ン
3
午
前
・
午
後
各
16
組

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
2
日
前
ま
で

相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち

た
、
体
や
頭
が
重
い
」な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い

思
い
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ

ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を

実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ
と

で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
日
程　

9
月
1
日
㈫

　

午
後
2
時
〜
4
時

■
場
所　
　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　
　

無
料

※ 

8
月
25
日
㈫
ま
で
に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

教
室
・
講
座

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室（
両
親
学
級
）

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が

迎
え
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
夫
婦
で
も

マ
マ
だ
け
で
の
参
加
も
可
能
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
2

■
日
時　

8
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
内
容　

お
産
の
経
過
・
安
産

の
コ
ツ
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
3

■
日
時　

9
月
17
日
㈭

（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
内
容　

沐
浴
実
習
・
産
後
の

マ
マ
の
心
と
身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
2
〜
3
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者　

出
産
予
定
日
が
10

月
〜
12
月
の
方

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
飲
み
物
・
ス
リ
ッ
パ

■
定
員　

レ
ッ
ス
ン
2
各
25
組
、

日
常
的
に
運
動
を

し
て
い
ま
す
か
？

健
康
で
い
る
た
め
に
は
食
事

や
休
養
の
他
、
運
動
を
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

市
内
に
は
き
ら
ら
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
や
、
ふ
れ
あ
い

館
の
プ
ー
ル
な
ど
、
運
動
の
で

き
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
き
ち

ん
と
指
導
を
受
け
て
運
動
を
し

た
い
方
は
、
き
ら
ら
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
て
指
導
を
受

け
な
が
ら
運
動
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

ま
た
、
関
節
な
ど
に
不
安
の

あ
る
方
は
プ
ー
ル
で
の
運
動
な

ら
関
節
な
ど
へ
の
負
担
は
少
な

く
す
み
、
さ
ら
に
通
常
の
運
動

よ
り
も
１
・
５
〜
2
倍
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
大
き
く
な
り
ま

す
。あ

な
た
の
状
況
に
合
わ
せ
て

生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

健
康
増
進
課
で
は
皆
さ
ん
が

健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
自

分
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
、

健
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
の
新
庁
舎
の
建
物
の
完
成
は
い
つ
で
し
ょ
う
？

①
平
成
27
年
10
月　

②
平
成
28
年
1
月　

③
平
成
28
年
夏

問
４

Shimotsuke
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み
ん
な
で
救
急
医
療
を
守
ろ
う
！

シ
リ
ー
ズ
２ 

こ
ど
も
の
救
急
医
療
に
つ
い
て

な
か
、
医
師
一
人
ひ
と
り
に
か

か
る
負
担
も
年
々
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

地
域
の
救
急
医
療
体
制
の
維

持
の
た
め
に
昼
夜
休
日
を
問
わ

ず
診
療
に
あ
た
る
小
児
科
医
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
良

質
な
医
療
が
引
き
続
き
提
供
で

き
る
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
号
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

休
日
や
夜
間
に
お
子
さ
ん
の

具
合
が
急
に
悪
く
な
っ
た
と
き

な
ど
は
、
保
護
者
の
方
も
心
配

で
不
安
に
な
り
、
す
ぐ
に
医
療

機
関
で
適
切
な
診
断
・
治
療
を

受
け
た
い
と
思
う
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
す
ぐ
に
医
療
機

関
を
受
診
し
た
方
が
良
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
様

子
を
み
て
も
大
丈
夫
な
場
合
や

医
療
機
関
を
受
診
す
る
前
に

何
か
手
当
て
が
で
き
る
場
合
も

多
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
を
受
診
し
た
方
が
よ

い
の
か
、
ま
た
、
家
庭
で
ど
の

よ
う
な
対
処
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
保
護
者
の
方
の
判
断
の
目

安
と
す
る
た
め
、「
と
ち
ぎ
子

ど
も
救
急
電
話
相
談
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

経
験
豊
富
な
看
護
師
が
電
話

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

小
児
救
急
医
療
機
関
の
受
診

者
の
ほ
と
ん
ど
は
軽
症
で
、
緊

急
に
受
診
す
る
必
要
の
な
い

ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
小
児
科
医
が
不
足
す
る

とちぎ子ども救急電話相談
【電話番号】　　♯８０００

携帯電話やプッシュ回線以外の方は
　　　　　　  ☎０２８－６００－００９９
【相談時間】
　月曜～土曜日  午後６時～翌朝８時
　日曜、祝休日　午前８時～翌朝８時（24時間）



子
育
て
巡
回
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
会
を
、
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　

9
月
14
日
㈪

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　

8
月
10
日
㈪

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　

午
前
9
時
〜
11
時

■
相
談
員　

心
理
士
・
看
護
師
・

保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
り
か
ご（
あ
お
ば
保
育

園
内
）

※ 

注
意
事
項　
「
ゆ
り
か
ご
」
を

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
防
犯
対
策
の
た
め
に
入
館

者
登
録
（
名
札
代
）
３
１
０

円
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で

も
随
時
保
育
士
等
が
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

育
児
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

■
日
程　

8
月
6
日
㈭
・
9
月

14
日
㈪
・
10
月
8
日
㈭

※
月
1
回
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時（
実
施

は
11
時
30
分
ま
で
）

■
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員　

保
健
師
・
助
産
師
・

管
理
栄
養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※ 

受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

麻
し
ん
は
、
感
染
力
が
強
く

多
く
の
人
に
か
か
る
病
気
で
す
。

就
職
や
入
学
の
条
件
に
、
Ｍ
Ｒ

予
防
接
種
を
加
え
る
と
こ
ろ
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
風
し
ん
は
、
妊
婦
が
か

か
る
と
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の

児
が
生
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り

予
防
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
感

染
予
防
と
、
周
囲
へ
の
二
次
感
染

予
防
の
た
め
、
夏
休
み
な
ど
を
利

用
し
て
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
今
年
度
の
対
象
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
対
象
者（
接
種
費
用
：
無
料
）

○ 

1
歳
：
生
後
12
月
か
ら
生
後

24
月
の
間

○ 

年
長
児
：
小
学
校
就
学
前
の

年
度
内先

天
性
風
し
ん
症
候

群
予
防
に
つ
い
て

下
野
市
で
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
19
歳
以
上
49
歳
以
下

の
市
民
で
、
妊
娠
を
望
む
女
性

と
そ
の
夫
及
び
妊
婦
の
夫
の
う
ち
、

風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
方
に
1

回
の
み
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
一
部
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
対
象
者

は
麻
し
ん
抗
体
価
も
低
値
で
あ

る
場
合
が
多
い
た
め
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
で

の
接
種
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

○
風
し
ん
抗
体
価
の
低
値
と
は

Ｈ
Ｉ
法
：
16
倍
以
下

Ｅ
Ｉ
Ａ
法
：
８
・
０
未
満

（
国
際
単
位
30
Ｉ
Ｕ
／
ml
未
満
）

○
助
成
額

風
し
ん
：
３
，０
０
０
円
助
成

Ｍ
Ｒ
：
５
，０
０
０
円
助
成

※ 

医
療
機
関
の
定
め
る
接
種
料

金
と
助
成
額
と
の
差
額
を
窓

口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

お
肉
の
生
食
・
加
熱

不
足
に
よ
る
食
中
毒

梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か
け

て
は
、
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
に

特
に
注
意
が
必
要
な
季
節
で
す
。

食
中
毒
は
1
年
中
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
暖
か
く
湿
気
が
多
い
こ

の
時
期
は
、
食
中
毒
の
原
因
と
な

る
細
菌
の
増
殖
が
活
発
に
な
る
た

め
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
な
か
で
も
注
意
し
た

い
の
が
、
牛
肉
や
鶏
肉
な
ど
に
付

着
す
る
「
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
」

や
「
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
」
な
ど

で
、
特
に
、
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど

も
や
妊
婦
、
高
齢
者
は
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
食
中
毒
予
防
の
3
原
則「
つ

け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
や
っ

つ
け
る
」飲
食
店
だ
け
で
な
く
、

家
庭
で
も
食
中
毒
は
発
生
し
て
い

ま
す
。
食
中
毒
の
原
因
に
な
る
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の
周

り
の
至
る
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。
食

中
毒
を
防
ぐ
基
本
は
、
そ
う
し
た

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
を「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ

な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」こ
と
で
す
。

家
庭
で
も
、
食
材
を
買
う
と

き
か
ら
、
保
存
、
下
準
備
、
調
理
、

そ
し
て
食
べ
る
と
き
ま
で
、
各
段

階
で
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
「
つ

け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
や
っ

つ
け
る
」
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
実
践
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

■
食
材
を
買
う
と
き
は
、
肉
や

魚
な
ど
は
汁
が
他
の
食
品
に
付

か
な
い
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
寄
り
道
を

し
な
い
で
す
ぐ
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
で
の
保
存
は
、
帰
っ
た
ら

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ
保
管
し
、
肉
や

魚
は
汁
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
包
ん

で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

■
下
準
備
の
と
き
は
、
石
け
ん
で

丁
寧
に
手
を
洗
い
、
台
所
は
清

潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

■
調
理
は
、
十
分
に
加
熱
し
、
中

心
部
分
の
温
度
が
75
℃
で
1
分

間
が
目
安
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し

て
、
食
中
毒
に
な
ら
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】
平
成
28
年
1
月
に
工
事
が
完
成
し
、
設
備
等
の
工
事
の
後
移
転
と
な
り
ま
す
。

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
小
中
学
校
音
楽
祭
は
今
年
で
何
回
目
？

問
５

保
育
士
の
活
躍
の
場

現
在
、
保
育
士
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
障
が
い
児
（
者
）
施
設
、
乳
児

院
、
養
護
施
設
、
託
児
所
、
病
児
保
育
室
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
院
内
保
育
園
、
病
院

な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
需
要
が
増
え
て
い

ま
す
。

医
療
保
育
と
は

様
々
な
保
育
の
な
か
で
、「
医
療
保
育
」

と
い
う
分
野
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
医

療
保
育
と
は
、
医
療
を
要
す
る
子
ど
も
と

家
族
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
保
育
支
援

で
す
。
日
本
医
療
保
育
学
会
で
は
、「
医

療
を
要
す
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
対
象

と
し
て
、
子
ど
も
を
医
療
の
主
体
と
し
て

捉
え
、
専
門
的
な
保
育
支
援
を
通
し
て
、

本
人
と
家
族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
療
保
育
の
場
と
し
て
は
、
病
棟
、

外
来
、
病
児
保
育
室
、
障
が
い
児
施
設
の

4
つ
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

医
療
保
育
専
門
士
と
は

当
院
に
は
医
療
保
育
の
専
門
的
な
知
識

を
身
に
つ
け
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
医
療

保
育
専
門
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
保
育

士
が
2
名
活
躍
し
て
い
ま
す
。
医
療
保
育

専
門
士
と
は
、
日
本
医
療
保
育
学
会
認
定

成
長
発
達
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
発
散
や
気

分
転
換
な
ど
を
目
的
と
し
て
個
別
保
育
や

集
団
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
保
育
介
入
が
実
施
で
き
る
背
景
に
は
、

保
育
士
も
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
な
っ
て

他
種
職
と
連
携
を
し
て
子
ど
も
や
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ら
で

は
の
季
節
に
合
わ
せ
た
病
棟
行
事
で
、
情

操
教
育
だ
け
で
な
く
家
族
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
癒
し
と
な
る
企
画
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
夕
涼
み
会
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
各
行
事
で
医
師

や
看
護
師
と
協
力
を
し
て
お
こ
な
い
、
ス

タ
ッ
フ
や
子
ど
も
達
、
家
族
が
季
節
を
感

じ
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
は
ド
ナ
ル
ド
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
や
銀
だ
こ
カ
ー
の
訪
問
な
ど
、
様
々

な
人
の
協
力
の
も
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で

き
、
多
く
の
笑
顔
が
病
院
中
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
病
院
の
保
育
士
と
な
り
、

子
ど
も
や
家
族
の
笑
顔
が
み
ら
れ
、

退
院
の
時
に
「
保
育
士
さ
ん
が
い

て
よ
か
っ
た
。
退
院
は
嬉
し
い
け

ど
少
し
寂
し
い
で
す
。
子
ど
も
も

寂
し
い
っ
て
言
っ
て
い
て
、
辛
い

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
良
か
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。」「
い
つ
も
成
長
に
気

づ
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と

の
専
門
資
格
で
す
。
こ
の
資
格
は
、
保
育

士
の
資
格
を
有
し
、
病
院
・
診
療
所
・
病

（
後
）
児
保
育
室
・
障
が
い
児
施
設
お
よ

び
乳
児
院
等
で
、
常
勤
1
年
以
上
の
保
育

経
験
を
有
し
て
い
る
者
が
、研
修
や
論
文
・

口
頭
試
問
の
試
験
を
経
て
得
ら
れ
る
資
格

で
す
。
こ
の
資
格
は
平
成
14
年
の
医
療
費

改
定
の
ち
に
平
成
19
年
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
全
国
で
医
療
保
育
専
門
士
の

資
格
を
取
得
し
て
活
躍
し
て
い
る
保
育
士

は
１
３
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ

子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
の
保
育
士

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
、
8
名
の
保
育
士
が
常
勤
で

勤
務
を
し
て
い
ま
す
。
当
院
の
保
育
士
は

慢
性
期
病
棟
、
急
性
期
病
棟
、
外
科
系
病

棟
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
保

育
依
頼
を
受
け
て
適
宜
介
入
し
て
い
ま

す
。
当
院
の
保
育
士
の
役
割
は
、
子
ど
も

と
家
族
が
安
心
し
、
子
ど
も
が
そ
の
子
ら

し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
保
育
支
援
を

実
施
す
る
こ
と
で
す
。
保
育
支
援
の
内
容

は
、
遊
び
や
成
長
発
達
の
支
援
、
学
習
支

援
、
心
理
的
支
援
、
家
族
支
援
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
役
割
を
基
本
に
、
各
病
棟

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
保
育
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
特
に
遊
び
の
支
援
で
は
、

言
わ
れ
た
と
き
に
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

と
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
や
成
長
の
支
援
を
お

こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

医
療
は
日
々
進
歩
し
、
医
療
保
育
の
場

も
増
え
、
医
療
現
場
で
の
保
育
士
の
ニ
ー

ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
保
育
士

は
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
さ
ら

な
る
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
、
チ
ー
ム

医
療
の
一
員
と
し
て
入
院
中
も
子
ど
も
や

家
族
が
安
心
を
し
て
生
活
で
き
、
そ
の
子

ら
し
い
成
長
発
達
が
で
き
る
よ
う
に
、
支

援
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※ 

Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
、
身
の
回
り
の
こ
と
が
自

分
で
で
き
な
く
て
も
、
介
助
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
本
人
が
望
む
生
活
の
質

を
確
保
す
る
こ
と

※ 

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
小
児
集
中
治
療
室
、
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
は
新
生
児
集
中
治
療
室
の
こ
と

自治医科大学付属病院　連携協働コラム　Jichi Medical University Hospital

子
ど
も
や
家
族
に
笑
顔
を
！ 

〜 

そ
の
子
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
保
育
支
援 

〜

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

4
階
A
病
棟　

保
育
士　

櫻さ
く
ら
い井　

　

綾あ
や
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調
査
結
果
よ
り

「
男
女
平
等
や
男
女
共
同
参
画
へ

の
意
識
に
つ
い
て
は
、
依
然
、
共
働

き
世
帯
で
あ
って
も
、
男
性
よ
り
も

女
性
へ
家
事
・
育
児
等
の
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
理

想
は
「
夫・妻
が
分
け
合
って
行
う
」

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

男
女
平
等
や
男
女
共
同
参
画
の
意

識
に
基
づ
き
、
家
事
分
担
を
実
践

し
や
す
く
す
る
た
め
の
啓
発
や
職

場
環
境
の
整
備
等
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

①
男
女
の
平
等
感
に
つ
い
て

「
男
女
平
等
」
が
最
も
多
い
の
は
、

﹇（
ウ
）
学
校
教
育
の
場
﹈で
61・6
％
、

「
男
性
優
遇
」
が
最
も
多
い
の
は
、

﹇（
エ
）
政
治
の
場
﹈
で
71
・
3
％
、一

方
、「
女
性
優
遇
」
は
﹇（
ア
）
家
庭

生
活
﹈
で
10
・
7
％
と
１
割
を
超

え
て
い
る
以
外
は
１
割
に
満
た
な
い

回
答
と
な
って
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
で
は
『
下
野
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
い
て
、

男
女
の
自
立
と
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

現
行
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
が
平

成
27
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

社
会
情
勢
に
対
応
し
た
、
男
女
が

と
も
に
支
え
合
い
、
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
し
て
、
輝
き
な
が

ら
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
現

在
、
新
た
な
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
行
プ
ラ
ン
の
見
直
し
と
今
後

の
施
策
に
市
民
意
識
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
３

回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
の
概
要

■
調
査
対
象

　

２
，０
０
０
人

　
（
18
歳
以
上
の
下
野
市
民　

男

女
各
１
，０
０
０
人
）

■
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

■
調
査
時
期　

2
月

■
回
収
率　

33
・
３
％

②
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
つ
い
て

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

に
つい
て
、「
賛
成
・
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
賛
成
」
23
・
2
％
、「
反
対
・

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
反
対
」
30
・

4
％
と
否
定
的
な
市
民
が
前
回
調

査
に
比
べ
多
く
な
って
い
ま
す
。

③
家
事
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

理
想
と
し
て
は
「
夫
・
妻
が
分

け
合
っ
て
行
う
」
が
46
・
5
％
と

最
も
多
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
現

実
で
は
「
主
に
妻
が
行
い
、
夫
も
一

部
手
伝
う
」
や
「
主
に
妻
が
行
う
」

を
合
わ
せ
た
〝
妻
が
行
う
〞
が
72
・

5
％
と
大
半
を
占
め
て
お
り
、
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
に
基
づ
く

行
動
を
と
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
理

想
と
現
実
で
の
差
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

〈ア〉家庭生活

〈イ〉職場

〈ク〉社会全体

〈ウ〉学校教育の場

〈エ〉政治の場

〈オ〉法律や制度の上

〈キ〉自治会活動などの
地域活動の場

〈カ〉社会通念・慣習・
しきたりなど

13.5 37.7

21.2

33.2

25.2

10.5

16.2 50.8 12.2 10.8 6.0

34.5 31.5 13.8 6.8

44.3 11.4 9.8 7.4

14.4 26.0 32.6 15.8 6.63.6

38.1 11.6 9.3 6.3

3.5 8.9 61.6 15.9 6.8

40.2 21.5 8.4 6.6

24.2 7.4 7.5 6.5

2.7

2.3

1.1

1.4

2.1

1.7
0.5

0.2

1.4

1.1

0.9

0.6

1.4

3.3

男性の方が優遇されている
平等になっている
女性の方が優遇されている
無回答

どちらかと言えば男性の方が優遇されている
どちらかと言えば女性の方が優遇されている
わからない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

H27調査

H23調査

5.6

5.4

賛成である
どちらとも言えない
反対である

どちらかと言えば賛成である
どちらかと言えば反対である
無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

17.6

15.9 41.7 17.7 10.6 8.7

42.8 17.0 13.4 3.8

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
６
回
目
】
今
年
は
9
月
19
日
㈯
石
橋
中
学
校
体
育
館
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

男
性
も
女
性
も
共
に
輝
く
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

■問い合わせ先　市民協働推進課　☎（40）５５８５

①男女の平等感について

②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである（固定的な性別役割分担意識）

③家事(掃除、洗濯、食事の支度、食事の片づけ)の役割分担の理想と現実

主に夫が行う
夫・妻が分け合って行う
主に妻が行う
その他

主に夫が行い、妻も一部手伝う
主に妻が行い、夫も一部手伝う
どちらか気づいた方が行う
無回答

0.6

0.6

0.3 46.5

1.8

14.5 37.1 35.4 2.3

0.6

7.8

27 4.8 5.7

1.1

14
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ご存知ですか？？小規模特認校

ご存知ですか？？小規模特認校

国分寺西小学校タンポポの学校
国分寺西小学校

全校なかよし体験活動

国分寺西小学校は小規模校ならではの
良さを生かして

一人ひとりを大切にした教育活動に
取り組んでいます

　■問い合わせ先　国分寺西小学校
　　下野市川中子3278番地　☎（44）0131

国分寺西小学校には、国分寺西小学校には、
小規模校だからこその『強み』があります小規模校だからこその『強み』があります
そのその１　１　子どもの可能性の幅を広げる子どもの可能性の幅を広げる
　・ すべての教育活動で、誰もが主役として活動する場面がたくさんあります。　・ すべての教育活動で、誰もが主役として活動する場面がたくさんあります。
　・ 学校行事でみんなの前に出るチャンスがたくさんあります。　・ 学校行事でみんなの前に出るチャンスがたくさんあります。
　・ 同年齢の仲間以外にも、異学年や多様な人の前で活動・交流する機会にも恵　・ 同年齢の仲間以外にも、異学年や多様な人の前で活動・交流する機会にも恵
まれています。まれています。

そのその２　２　きめ細やか教育ができるきめ細やか教育ができる
　・一クラスの人数が少ないので、きめ細やかな学習指導ができます。　・一クラスの人数が少ないので、きめ細やかな学習指導ができます。
　・一人ひとりに目が行き届き、個性にあった指導ができます。　・一人ひとりに目が行き届き、個性にあった指導ができます。
　・学習教材やパソコン等が十分に使えます。　・学習教材やパソコン等が十分に使えます。

そのその３　３　学年を越えた交流と温かい人間関係学年を越えた交流と温かい人間関係
　・ 全校児童の顔が分かり、児童同士の助け合いの大切さや社会性がしっかり学　・ 全校児童の顔が分かり、児童同士の助け合いの大切さや社会性がしっかり学
べます。べます。

　・ 地域が学校に協力的で、ふるさと学習・里山活動・農園活動等、地域と共に　・ 地域が学校に協力的で、ふるさと学習・里山活動・農園活動等、地域と共に
学ぶ環境が充実しています。学ぶ環境が充実しています。

　・ 子ども同士、子どもと教職員、学校と地域の人間関係がとても温かです。　・ 子ども同士、子どもと教職員、学校と地域の人間関係がとても温かです。

そのその４　４　学童保育の充実（国分寺姿西児童館）学童保育の充実（国分寺姿西児童館）
　・ 学校に隣接しているので安心です。　・ 学校に隣接しているので安心です。
　・ １年生から６年生まで利用可能です。　・ １年生から６年生まで利用可能です。

※実施にあたっては、｢下野市立小学校小規模特認校実施要綱」により運用されます。

※学校見学ご希望の方やご相談のある方は、お電話ください。

◎ほかにも◎ほかにも
　　自慢したいところが　　自慢したいところが

　　　　　　　　たくさ
ん!!

　　　　　　　　たくさ
ん!!

ぜひ、学校見学にぜひ、学校見学に
お越しくださいお越しください

◎下野市立国分寺西小学校は小規模特認校です。
◎下野市内にお住まいのお子さんでしたら、
　小規模特認校に入学や転校することができます。
◎何年生でも申し込み可能です。

しっかり勉強しっかり勉強!!

　　いっぱい体験　　いっぱい体験
! !! !

楽しいALT授業

ランチルームでの栄養指導

まほろばの里訪問

Shimotsuke
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シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
体
験
講
座
Ａ
・
Ｂ
受
講
生

募
集

　

シ
ニ
ア
の
方
々
を
対
象
と
し
、

今
話
題
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

基
本
的
な
操
作
方
法
や
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
便
利
な
機
能

を
体
験
で
き
る
講
座
で
す
。

■
日
時

　

Ａ　

10
月
2
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

　

Ｂ　

10
月
29
日
㈭

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

Ａ　

 

石
橋
公
民
館　

第
１
会

議
室

　

Ｂ　

 

国
分
寺
公
民
館　

Ｉ
Ｔ

研
修
室

■
対
象
者

　

市
内
在
住
で
概
ね
65
歳
以
上

の
方

■
定
員

　

16
名（
応
募
多
数
抽
選
）

■
講
座
の
内
容　
（
Ａ
・
Ｂ
と

も
同
じ
内
容
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操

作
を
体
験
す
る（
１
人
１
台
使

用
）

■
費
用　

無
料

■
講
師

　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
ケ
ー
タ
イ
教
室
認

定
講
師

■
申
し
込
み
方
法

　

Ａ　

 

８
月
21
日
㈮
〜
９
月
４

日
㈮
ま
で

　

Ｂ　

 

９
月
14
日
㈪
〜
10
月
1

日
㈭
ま
で

　

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

後
5
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課
☎（
52
）１
１
１
９

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

「
下
野
市
ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ

ス
ト
講
座
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

下
野
市
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り

た
い
！
行
政
の
専
門
的
な
話
が
聞

き
た
い
！
と
い
う
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
要
望
に
応
じ
て
、
市
職
員
が

講
師
と
し
て
市
政
に
関
す
る
学
習

活
動
を
支
援
し
ま
す
。
54
の
講
座

メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
ま
し
た
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎(

40)

０
９
１
１

線
体
験
で
興
味
深
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座

「
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
で
作
る

ド
ア
飾
り
」

　

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
、

季
節
の
ド
ア
飾
り
作
り
に
挑
戦

し
ま
せ
ん
か
？

■
日
程(

毎
回
金
曜
日
・
全
3
回)

　

9
月
25
日
、
10
月
23
日
、

　

11
月
27
日

■
時
間

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
講
座
内
容

　
第
１
回　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ド
ア
飾
り

　
第
２
回　

ク
リ
ス
マ
ス
ド
ア
飾
り

　
第
3
回　

お
正
月
ド
ア
飾
り

■
材
料
費　

各
回
２
，８
０
０
円

■
講
師　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア　

天
谷　

順
子　

氏

■
定
員　

先
着
20
名

■
受
付　

8
月
17
日
㈪
〜
９
月

10
日
㈭ (

㈰
㈷
・
㈬
を
除
く)

■
持
参
す
る
物　

花
ば
さ
み
、

工
作
ば
さ
み
、
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
、

グ
ル
―
ガ
ン（
お
持
ち
の
方
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎(

40)

０
９
１
１

大
好
評
実
施
中
！
「
し
も

つ
け

花
と
緑
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
」

　

花
や
庭
木
の
正
し
い
管
理
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
趣
味

や
公
共
の
緑
化
活
動
に
活
か

す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
各
回
、
市
造
園
建
設
業

協
同
組
合
の
全
面
協
力
を
い
た

だ
き
と
て
も
充
実
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
ー
こ
の
部
屋「
元
船
舶
職
員
に
よ

る
海
の
上
の
体
験
談
＆
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
体
験
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

船
舶
通
信
士
だ
っ
た
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
穂
苅
さ
ん

に
よ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
海
上
体
験

談
、
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
を
知
り

尽
く
し
た
岡
本

さ
ん
に
よ
る
無

５人以上集まれば出張します

Shimotsuke
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非
核
平
和
を
す
す
め
る

下
野
市
の
会　

８
月
の
催
し

〜
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
〜

■
パ
ネ
ル
展

　
「
核
分
裂
反
応
と
人
類
」

　

8
月
22
日
㈯
〜
31
日
㈪
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
、
生
涯
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

■
講
演
と
映
画
会

　

８
月
23
日
㈰
午
後
１
時

① 

原
発
に
ふ
る
さ
と
を
奪
わ
れ

て
パ
ー
ト
５　

大
沼
勇
治
さ

ん（
双
葉
ま
ち
原
子
力
Ｐ
Ｒ

標
語
発
案
者
）

② 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映「
わ
た
し
に
と
っ

て
の
３
・
11
」

③ 

被
曝
と
健
康
問
題
最
新
情
報

を
曽
根

史
さ
ん（
本
会
代
表
、

内
部
被
曝
問
題
研
究
会
員
）が

提
供
し
ま
す
。

■
映
画
会

　

８
月
30
日
㈰
午
後
2
時

　
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
、
映
画
版
３

部
作
」（
山
田
典
吾
監
督
）パ
ー
ト

３「
ヒ
ロ
シ
マ
の
た
た
か
い
」

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

非
核
平
和
を
す
す
め
る
下
野

市
の
会

　

☎（
44
）６
５
２
８（
曽
根
）

パ
ソ
コ
ン
講
座（
エ
ク
セ
ル

２
０
１
０
基
礎
）受
講
者
募
集

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
の
協
働
事
業

に
よ
り
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座(

入

門
）を
開
催
し
ま
す
。
エ
ク
セ

ル
２
０
１
０
を
使
用
し
て
、
表

や
グ
ラ
フ
の
作
成
、
関
数
を

使
っ
た
計
算
処
理
、
名
簿
等
の

管
理
な
ど
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を

学
習
し
ま
す
。

　

エ
ク
セ
ル
操
作
を
身
に
つ
け

た
い
方
、
こ
の
機
会
に
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
コ
ー
ス
及
び
日
時

○ 

火
曜
コ
ー
ス（
毎
週
火
曜
計

10
回
）

　

９
月
8
日
〜
11
月
10
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

○ 

土
曜
コ
ー
ス（
毎
週
土
曜
計

10
回
）

　

９
月
5
日
〜
11
月
14
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
10
月
17
日
は
休
講
）

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員

　

各
コ
ー
ス
15
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
対
象
者

　

ワ
ー
ド
基
礎
講
座
修
了
者
、

ま
た
同
等
程
度
の
操
作
技
術
を

お
持
ち
の
方　

■
テ
キ
ス
ト

　

FO
M

出
版「
よ
く
わ
か
る

エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
基
礎
」

M
icrosoft O

ffice

用
で
す
。
他

の
ソ
フ
ト
で
は
対
応
で
き
な
い

操
作
も
あ
り
ま
す
。

■
費
用

　

４
，５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
を

お
持
ち
の
方
は
、２
，５
０
０
円
）

■
講
師

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
受
付
期
間
・
方
法

　

８
月
17
日
㈪
、
18
日
㈫
、
20

日
㈭
の
３
日
間
、
午
前
９
時
か

ら
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に

来
館
の
う
え
、
費
用
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

パ
ソ
コ
ン
は
各
コ
ー
ス
と
も

各
自
持
ち
込
み
と
な
り
ま
す
。

用
意
で
き
な
い
方
は
主
催
者

が
準
備
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

電
話（
40
）０
９
１
１

初
心
者
向
け
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

９
月
講
座　

受
講
生
募
集

　
「
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
わ
か

ら
な
い
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
苦

手
」な
ど
と
思
っ
て
い
る
初
心
者

の
方
を
対
象
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
入
門
・
活

用
講
座
を
開
き
ま
す
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

は
、
持
ち
運
び
が
で
き
、
パ
ソ
コ

ン
よ
り
手
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
ナ
ビ
機
能
が
使
え
ま
す
。

　

動
画
を
見
た
り
、
音
楽
を
聴

い
た
り
、
実
際
に
写
真
や
ビ
デ
オ

を
撮
影
し
作
製
し
た
り
す
る
な
ど
、

楽
し
い
ア
プ
リ
の
活
用
を
学
習
し

ま
す
。
情
報
化
社
会
参
加
を
あ

き
ら
め
る
前
に
、
簡
単
で
便
利
な

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
こ
の
講
座
は
、
６
月
に

実
施
し
た
講
座
と
同
じ
内
容
で
す
。

■
日
時　

９
月
7
日
・
14
日
・

28
日
・
10
月
5
日
14
時
〜
16
時

（
毎
週
月
曜
日
、　

全
４
回
、
今

回
は
午
後
の
部
の
み
）

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
初
め
て
の
方
、
ま
た
は
活

用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

■
定
員  

先
着　

13
名

■
受
講
料　

４
，０
０
０
円(

テ

キ
ス
ト
代
含
む)

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
シ
ニ
ア

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■
申
し
込
み
方
法

　

8
月
17
日
㈪
午
前
9
時
〜

8
月
22
日
㈯
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
8
月
19

日
は
除
く
）

※
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
貸
し
出
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
等
の
基

本
操
作
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
下
野
Ｐ
Ｃ
愛

好
会
）の
方
が
個
別
に
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
日
時

　

9
月
7
日
㈪
、
10
月
５
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎(

40)

０
９
１
１

Shimotsuke
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新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

カ
キ
氷

清
少
納
言
は
『
枕
草
子
』
に
上
品
な
も
の
・
雅み
や
び

な
も

の
と
し
て
、「
水
晶
の
数じ
ゅ
ず珠

、
藤
の
花
、
梅
の
花
に
雪

が
わ
ず
か
に
降
っ
た
風
情
」
な
ど
幾
つ
か
の
事
が
ら
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、「
削
り
氷
に
あ

ま
づ
ら
を
入
れ
、
新
し
き
金か
な

ま
り
に
入
れ
た
る
」（
良
く

冷
え
た
新
し
い
金
属
の
お
鋺
に
細
か
く
削
っ
た
氷
片
に

甘あ
ま
か
ず
ら葛

を
煎せ
ん

じ
た
甘
い
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け
た
も
の
）
と
記

し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
千
年
以
上
前
の
平
安
貴
族
た
ち
は
、

夏
に
か
き
氷
を
食
べ
涼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
清
少
納
言
は
、
夏
の
暑
い
日
、
麻お

け笥
に
氷
水

を
張
り
両
手
を
入
れ
て
涼
ん
だ
と
も
記
し
て
い
ま
す
。

氷
室

一
九
八
八
年
の
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
奈
良
市
の

平へ
い
じ
ょ
う城

京き
ょ
うの

発
掘
現
場
で
、
藤
原
氏
の
陰い

ん
ぼ
う謀

に
よ
り
謀む

ほ
ん反

の
疑
い
を
か
け
ら
れ
自
害
し
た
長な
が
や屋

王
の
邸て

い
た
く宅

跡
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
現
場
か
ら
は
、
当
時
の
貴
族
の

食
に
関
す
る
記
録
や
王
家
の
運
営
状
況
な
ど
を
記
載
し

た
三
万
五
千
点
の
木
簡
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
都つ

げ祁
（
奈
良
市
）
に
氷ひ

む
ろ室

が
あ
り
、
七
〜
八
月
期
に

氷
を
十
五
回
以
上
長
屋
王
邸
へ
運
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ

た
木
簡
が
あ
り
ま
し
た
。
都
祁
地
区
は
奈
良
市
南
東
部

の
比
較
的
標
高
の
高
い
地
域
で
、
長
屋
王
邸
ま
で
は
約

四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
が
あ
り
ま
す
。
夏
の
暑
い

時
に
重
た
い
氷
を
急
い
で
運
ぶ
の
は
さ
ぞ
大
変
な
こ
と

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
木
簡
の
中
に
は
大
き
さ
が

直
径
約
六
㍍
、
深
さ
約
三
㍍
な
ど
、
氷
室
の
大
き
さ
と

形
状
を
記
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

氷
が
融
け
な
い
氷
室
の
工
夫

県
内
で
も
当
市
と
壬
生
町
・
上
三
川
町
、
宇
都
宮
市
南

部
の
地
域
で
は
、
同
様
の
氷
室
と
想
定
さ
れ
る
遺い
こ
う構
が

十
数
基
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
穴
の
平
面
は
円
形
、
規

模
は
直
径
六
〜
三
㍍
な
ど
様
々
で
穴
の
断
面
形
は
円え
ん
す
い錐

形
の
下
部
に
や
や
小
さ
い
円
柱
形
の
穴
が
あ
る
「
ロ
ー

ト
状
」
を
し
て
い
ま
す
。
円
錐
形
と
円
柱
形
の
形
状
の

変
換
点
に
「
す
の
こ
状
」
に
太
い
木
材
を
並
べ
、
そ
の

上
に
稲
わ
ら
や
カ
ヤ
な
ど
の
植
物
と
い
っ
し
ょ
に
氷
を

詰
め
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
簡
単
な
覆
い
の
屋
根
を

か
け
た
よ
う
で
す
。
穴
の
中
で
溶
け
出
し
た
水
は
、
ち
ょ

う
ど
コ
ー
ヒ
ー
の
ド
リ
ッ
パ
ー
の
よ
う
に
「
す
の
こ
」

下
の
円
柱
形
の
穴
に
落
ち
て
排
水
さ
れ
、
溶
け
出
し
た

水
に
氷
そ
の
も
の
が
浸
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
？

北
関
東
横
断
道
路
建
設
時
に
は
石
橋
下
古
山
地
区
で

八
世
紀
前
半
頃
の
穴
が
三
基
、
上
三
川
高
校
周
辺
で
は

八
世
紀
後
半
の
穴
が
三
基
、
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
建
設

時
に
も
直
径
五
㍍
、
深
さ
約
三
㍍
の
八
世
紀
前
半
頃
の
穴

一
基
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
調
査
し

た
雲ひ
ば
り雀
台だ
い

遺
跡
（
南
河
内
地
区
）
で
も
直
径
五
㍍
、
深

さ
約
四
㍍
の
大
き
な
穴
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
当
市
周

辺
に
は
、
当
時
の
公
共
施
設
で
あ
る
国こ
く
ふ府
、
郡ぐ
ん
が衙
、
寺

院
な
ど
が
複
数
存
在
し
ま
し
た
。
長
屋
王
邸
で
も
夏
の

宴
席
で
は
酒
に
氷
を
浮
か
べ
た
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
を
呑
ん

で
い
た
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
同
様
に
下
野
国
司
や
郡

司
な
ど
の
役
人
、
下
野
薬
師
寺
・
国
分
寺
・
尼
寺
の
僧

も
か
き
氷
の
ほ
か
に
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
を
呑
ん
で
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
図
の
説
明
】
上
三
川
高
校
付
近
で
調
査
さ
れ
た
氷
室
と
想
定
さ

れ
た
穴
。
上
が
平
面
図
、
下
が
断
面
図
で
す
。
下
の
小
さ
い
穴
の
上

（
線
の
位
置
）
に
丸
太
を
簀す
の
こ
じ
ょ
う

子
状
に
並
べ
、
そ
の
上
に
氷
を
入
れ
た
よ

う
で
す
。
九
世
紀
の
前
半
に
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、
最
後
は
ゴ
ミ
の

廃
棄
用
の
穴
と
し
て
使
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
平
面
図
に
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
は
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

『
あ
て
な
る
も
の（
上
品
な
も
の
）』

20

下
野
市
教
育
委
員
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生
涯
学
習
文
化
課

出土遺物
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市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲
っ
て

ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
大
型
食
器
戸
棚
・
学
習
机
・
セ
ミ
ダ

ブ
ル
ベ
ッ
ド
・
中
学
生
用
英
和
辞
典
・

中
学
生
用
和
英
辞
典
・
ベ
ビ
ー
布
団

セ
ッ
ト
・
衣
類
乾
燥
機
・
自
転
車
（
男

児
用
24
イ
ン
チ
）・
女
児
服
（
夏
用

１
３
０
㎝
）・
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
ー
（
男

児
1
6
0
㎝
）・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ

ア
・
赤
ち
ゃ
ん
用
体
重
計
・
登
山
用
雨

具
（
子
ど
も
用
）・
抱
っ
こ
ひ
も
・
テ

ン
ト
（
２
５
０
×
３
４
０
×
１
７
０

マ
ッ
ト
付
き
）・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
テ
ー

ブ
ル
（
90
×
60
×
70
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
薬
師
寺
幼
稚
園
制
服
（
男
児
ズ
ボ
ン

１
１
０
〜
１
２
０
㎝
）・
薬
師
寺
幼
稚

園
体
操
着
（
男
児
長
ズ
ボ
ン
１
１
０
〜

１
２
０
㎝
）・
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル

用
い
す
２
脚
・
リ
ビ
ン
グ
用
引
出
付
き

テ
レ
ビ
台
・
南
河
内
第
二
中
学
校
制
服

（
男
児　

Ｌ
サ
イ
ズ
）・
自
転
車
（
通
学

用
）・
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
付
け
る
バ
ギ
ー

ボ
ー
ド
・
タ
ー
プ
テ
ン
ト
・
両
対
面
式

ベ
ビ
ー
カ
ー
・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
上
下

（
男
児
１
２
０
㎝
）・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
・

女
児
服
（
１
０
０
㎝
）・
男
児
服
（
95

〜
１
０
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制
服
（
女

児
１
３
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制
服
（
男

児
１
３
０
㎝
）・
七
五
三
の
五
歳
男
子

用
袴
セ
ッ
ト
・
七
五
三
七
歳
用
女
の
子

着
物
セ
ッ
ト
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
水
着

（
女
児
１
３
０
㎝
）・
ス
ク
ー
ル
水
着（
女

児
１
４
０
㎝ 

無
地
紺
色
）・
ス
ク
ー
ル

水
着
（
男
児
１
４
０
㎝ 

無
地
紺
色
ハ
ー

フ
丈
）・
電
子
ピ
ア
ノ
・
お
む
つ
カ
バ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

構
成
市
町
民
の
皆
さ
ま
へ

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
）

が
平
成
３
年
11
月
27
日
、
㈱
県
南
衛
生
工
業
（
以
下
、

「
県
南
」
と
い
う
）
と
の
間
で
締
結
し
た
「
一
般
廃
棄

物
処
理
委
託
契
約
書
」
第
15
条
の
規
定
が
、
コ
ン
ポ

ス
ト
（
生
ご
み
・
下
水
道
汚
泥
な
ど
が
原
料
の
有
機

肥
料
）
の
引
取
り
を
義
務
と
す
る
も
の
か
、
権
利
と

す
る
も
の
か
、
に
つ
い
て
平
成
17
年
よ
り
裁
判
で
争
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
３
月
２
日
に
裁
判
が
確
定
し
、
組
合
に

コ
ン
ポ
ス
ト
の
引
取
り
義
務
及
び
一
部
の
損
害
賠
償

責
任
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
コ
ン
ポ
ス
ト

の
搬
出
方
法
等
に
つ
い
て
紛
争
が
継
続
し
ま
し
た
が
、

組
合
と
し
て
は
、
将
来
の
排
出
者
責
任
・
費
用
負
担
増

大
の
回
避
と
紛
争
の
早
期
解
決
の
た
め
、
総
額
54
億

円
で
県
南
と
和
解
し
最
終
的
に
決
着
し
た
も
の
で
す
。

　

組
合
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
学

識
経
験
者
及
び
住
民
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
検
証
委

員
会
を
設
置
し
、
平
成
26
年
８
月
27
日
よ
り
、
事
実

経
過
を
踏
ま
え
た
問
題
点
と
再
発
防
止
に
向
け
た
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
検
証
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

３
月
27
日
に
同
委
員
会
よ
り
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
同
日
に
記
者
会
見
を
行
い
、
報
告
書
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
市
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
報
告
書
の
提
言

に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

※
報
告
書
の
全
文
に
つ
き
ま
し
て
は
、
構
成
市
町
村

の
環
境
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

http://w
w
w
.city. oyam

a.

　

  tochigi.jp/kouiki/soum
uka/kekka.htm

l

検
証
委
員
会
の
提
言　

―
以
下
報
告
書
よ
り
抜
粋
―

　

委
員
会
と
し
て
次
の
よ
う
に
再
発
防
止
に
向
け
た
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

⑴　

組
織
に
つ
い
て

　

ア　

事
務
管
理
上
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

　

イ　

契
約
・
実
施
・
検
査
担
当
部
署
の
分
離

　

ウ　

事
業
者
の
精
査

　

エ　

組
合
議
会
と
の
連
絡
調
整
の
強
化

⑵　

人
材
育
成
に
つ
い
て

　

ア　

知
識
・
経
験
不
足
の
解
消

　

イ　

廃
棄
物
行
政
機
関
と
し
て
の
意
識
強
化

提
言
を
受
け
た
組
合
の
取
組

　

委
員
会
の
提
言
を
受
け
、
組
合
と
し
て
、
以
下
の

取
組
を
実
施
し
ま
す

１
⑴
ア
及
び
イ
の
提
言
に
対
し
て
、

　

 

職
員
相
互
の
チ
ェ
ッ
ク
が
徹
底
で
き
る
よ
う
平
成

28
年
に
組
織
を
見
直
し
、
建
設
、
維
持
管
理
、
入
札
、

検
査
を
分
離
し
ま
す
。

２
⑴
ウ
の
提
言
に
対
し
て
、

　

 

評
価
シ
ス
テ
ム
に
、
学
識
経
験
者
を
加
え
、
第
三

者
に
よ
る
評
価
を
推
進
し
ま
す
。

３
⑴
エ
の
提
言
に
対
し
て
、

　

 

新
し
い
処
理
方
法
を
採
用
す
る
場
合
は
、
議
会
に

上
程
し
、
議
会
と
一
体
と
な
っ
て
、
検
討
し
ま
す
。

４
⑵
ア
の
提
言
に
対
し
て
、

　

 

職
員
の
知
識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
在
籍
す
る

専
従
職
員
を
責
任
あ
る
立
場
で
用
い
る
等
、
経
験

を
蓄
積
し
た
職
員
を
育
成
及
び
活
用
し
ま
す
。

５
⑵
イ
の
提
言
に
対
し
て

　

 
国
、
県
、
他
自
治
体
と
よ
り
緊
密
な
連
携
を
図
る

た
め
に
平
成
28
年
度
に
政
策
管
理
課
を
設
置
し
、

対
外
的
な
窓
口
を
一
元
化
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合　

☎（
22
）２
８
０
９
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平
成
27
年
度
下
野
市

ご
み
減
量
化
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

市
の
ご
み
減
量
化
を
促
進
す

る
た
め
、
市
民
の
ご
み
処
理
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
一
人
ひ

と
り
の
日
常
生
活
を
見
直
し
、

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
と
環
境

へ
の
負
担
が
少
な
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
小
中
学
生
の
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
部
門
及
び
題
材

■
部　

門

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　
（
１
〜
３
年
生
）

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　
（
４
〜
６
年
生
）

・
中
学
校
の
部

■
題　

材

　

使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
事

業
を
題
材
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
と

す
る 

■
提
出
方
法

　

各
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
市
外
に
通
学
し

て
い
る
児
童
・
生
徒
は
、
環
境

課
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
応
募
締
切

　

９
月
10
日
㈭

■
表　

彰

各
部
と
も

　

最
優
秀
賞　

１
点

　

優
秀
賞　
　

２
点

　

佳
作　
　
　

５
点
以
内

　

参
加
賞　
　

応
募
者
全
員

■
そ
の
他

　

応
募
作
品
の
著
作
権
は
市
の

も
の
と
し
、
入
賞
作
品
は
ご
み

減
量
化
推
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
に

使
用
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
実
施
要
領
（
環
境
課
で

配
付
し
て
い
ま
す
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ご
み
を
出
す
時
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利

用
者
の
協
力
や
当
番
さ
ん
の
ご

苦
労
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
保
た

れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ

て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
清
潔
に
保

ち
ま
し
ょ
う
。

■
こ
の
ご
み
、
ど
う
や
っ
て

　

出
し
た
ら
い
い
の
？

Ｑ　

 

暑
い
季
節
、
臭
い
が
気
に

な
る
生
ご
み
。
ご
み
に
出

す
際
の
工
夫
は
？

Ａ　

生
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
持
っ
て
い
く
の
も
重
く
て

大
変
。
し
か
も
汁
だ
れ
や
臭

い
が
気
に
な
り
ま
す
。
生
ご
み

は
70
％
が
水
分
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
水
切
り
を
す
る
こ
と
で
、

重
さ
や
臭
い
の
悩
み
が
解
決
で

き
ま
す
。
生
ご
み
を
捨
て
る
際

に
は
、
よ
く
水
分
を
切
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
ご
み
の
減

量
化
と
生
ご
み
対
策
と
し
て
生

ご
み
処
理
機
の
利
用
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
生
ご
み
処
理
機
は
、

清
潔
、
簡
単
、
手
間
い
ら
ず
！

と
て
も
便
利
で
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
を
設
置
し
た

場
合
に
は
設
置
費
の
２
分
の
１
、

２
０
，０
０
０
円
の
限
度
で
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
は

違
法
行
為
で
す
！

　

自
宅
の
敷
地
内
を
含
む
野
外

で
の
ご
み
の
焼
却
行
為
（
野
焼

き
）
は
違
法
行
為
で
す
。

　

一
部
の
例
外
を
除
き
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

違
反
し
た
場
合
、
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
，０
０
０
万

円
（
法
人
は
３
億
円
）
以
下
の

罰
金
ま
た
は
こ
れ
ら
の
併
科
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
例
外
に
該
当
す
る
場

合
で
も
、
周
辺
環
境
へ
の
悪
影
響

が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
直
接

指
導
に
伺
い
、
行
為
を
中
止
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
焼
却
せ
ず
、
き
ち
ん

と
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

守
っ
て
く
だ
さ
い
！！

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー

■
習
性
等
を
理
解
し
最
後
ま
で

　

責
任
を
持
っ
て
！

　

動
物
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
種
類

に
応
じ
た
生
態
、
習
慣
、
生
理

を
も
ち
ま
す
。
飼
い
方
な
ど

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も

ち
、
健
康
・
安
全
に
気
を
配
り

「
に
お
い
」「
鳴
き
声
」
等
が
ご

近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、

最
後
ま
で
愛
情
と
責
任
を
も
っ

て
飼
養
し
ま
し
ょ
う
。

■
危
害
や
迷
惑
の
発
生
を
防
止

　

し
ま
し
ょ
う

　

散
歩
中
の
「
ふ
ん
」
な
ど
は
、

近
隣
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ

な
い
よ
う
必
ず
持
ち
帰
り
、
適

切
な
方
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
し
つ
け
や
訓
練
を
し

て
、
他
人
に
危
害
を
加
え
た
り

鳴
き
声
な
ど
で
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
む
や
み
に
繁
殖

　

さ
せ
な
い
で
！

　

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
て
し
ま

う
と
、
一
匹
一
匹
を
適
正
に
飼

養
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
き
ち
ん
と
飼
養
で
き
る

よ
う
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

■
所
有
者
を

　

明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

連
絡
先
が
わ
か
る
名
札
（
標

識
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
訪
問

者
に
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
犬

を
飼
っ
て
い
る
旨
の
表
示
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
動
物
を
飼
っ
て
い
る

　

す
べ
て
の
飼
い
主
の
方
へ

　

周
囲
の
人
た
ち
か
ら
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
飼
い
主
は
責

任
と
自
覚
を
も
っ
て
動
物
を
飼

い
ま
し
ょ
う
。

　

誰
も
が
動
物
好
き
と
は
か
ぎ

り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
飼
い
方
は
だ
れ
も
が
不
快
に

感
じ
ま
す
。
近
隣
や
周
囲
の
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、

楽
し
く
快
適
に
ペ
ッ
ト
と
暮
ら

し
ま
し
ょ
う
。
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■
石
橋（
大
松
山
運
動
公
園
）

　

優  

勝　

 

下
古
山

　

準
優
勝　

仁
良
川
下

　

第
３
位　

中
大
領

■
国
分
寺（
国
分
寺
運
動
公
園
）

　

優  

勝　

 

栄
町
西

　

準
優
勝　

川
東

　

第
３
位　

国
分
Ａ

■
南
河
内（
別
処
山
公
園
）

　

優  

勝　

 

小
金
井
下
町

　

準
優
勝　

若
林
南

　

第
３
位　

富
士
見
町

下
野
市
代
表
に
な
ろ
う
！

栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
水
泳
競
技　

出
場
者
募
集

　

10
月
18
日
㈰
に
行
わ
れ
る
、

栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳

競
技
の
出
場
選
手
を
募
集
し
ま

す
。

■
会
場

　

県
立
温
水
プ
ー
ル
館（
小
山
市
）

■
募
集
種
目

・
壮
年
男
子
（
31
歳
以
上
）

　

50
ｍ
自
由
形
、
50
ｍ
平
泳
ぎ
、

50
ｍ
背
泳
ぎ
、
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ

イ
、
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、

２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
、

50
ｍ
×
４
リ
レ
ー

・
一
般
女
子

　

50
ｍ
自
由
形
、
50
ｍ
平
泳
ぎ
、

50
ｍ
背
泳
ぎ
、
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ

イ
、
50
ｍ
×
4
リ
レ
ー

■
対
象　

下
野
市
在
住
の
31
歳

以
上
の
男
子
・
18
歳
以
上
の
女

子※
高
校
生
及
び
学
連
登
録
者
は

除
く

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
17
日
㈪
ま
で
に
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
窓
口
に
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎（
52
）１
１
２
４

下
野
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念

平
成
27
年
度
第
10
回
市
民
体
育

祭
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

６
月
14
日
㈰
に
市
内
30
自
治

会
の
参
加
に
よ
り
市
内
３
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
体
育
祭
の
次
の
予
定
は

９
月
６
日
㈰
に
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
10
月
11
日
㈰
に

石
橋
地
区
・
国
分
寺
地
区
運
動

会
、
南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
予
定

で
す
。

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

優勝　下古山 優勝　栄町西

優勝　小金井下町
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■
そ
の
他　

ペ
ア
の
変
更
は
当

日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

井
上

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://hom
epage2.nifty.

com
/SCT

A
/

卓
球
部

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

第
10
回
市
民
ふ
れ
あ
い
卓
球

大
会
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

９
月
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所　

南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー

■
対
象
者

小
学
３
年
生
以
上
の
学
生
と
市

内
在
住
・
在
勤
の
一
般
社
会
人

■
内
容
・
種
目

・
硬　

式
：
混
合
ダ
ブ
ル
ス

・
ラ
ー
ジ
：
混
合
ダ
ブ
ル
ス

ペ
ア
は
初
級
の
人
と
中
級
以
上

の
人
が
組
み
、
当
日
抽
選
に
よ

る
組
合
せ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中

で
す
。

■
参
加
費

　

一
人
２
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）

参
加
費
は
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

栃
木
県
郡
市
町
対
抗

駅
伝
競
走
大
会　

出
場
者
募
集

来
年
の
栃
木
県
郡
市
町
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
の
出
場
選
手
を

募
集
し
ま
す
。
次
の
日
程
で
合

同
練
習
会
兼
選
考
会
を
行
い
ま

す
。

■
日
時　

９
月
13
日
・
10
月
４

日
・
11
月
15
日
・
12
月
６
日

毎
回
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場　

自
治
医
大
グ
ラ
ウ
ン

ド■
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の

中
学
生
男
女
・
一
般
男
女
（
高

校
生
以
上
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

下
野
市
体

育
協
会
陸
上
競
技
部
・
江
田
守

☎
０
９
０（
１
５
０
０
）７
６
４
１

体
育
協
会

テ
ニ
ス
協
会

第
10
回
下
野
市
秋
季
レ
デ
ィ
ー
ス

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者

募
集

　

下
野
市
内
で
活
動
し
て
い
る

女
性
の
た
め
の
公
式
試
合
と
し

て
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
４
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所　

大
松
山
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
下
野

市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
種
目　

レ
デ
ィ
ス
ダ
ブ
ル
ス

■
参
加
費　

２
，５
０
０
円

■
申
込
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
窓
口
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

tennis_m
urao@

nifty.com

※
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
の
場

合
、
①
氏
名
②
所
属
③
住
所
ま

た
は
勤
務
先
④
連
絡
先
を
本
文

に
記
載
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

（
受
付
完
了
の
返
信
を
確
認
く

だ
さ
い
。）

■
申
込
受
付　

８
月
10
日
㈪
〜

28
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
。

キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
改
修
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
市
で
は
独
立
行
政
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

よ
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成

金
を
受
け
、
国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
（
1
〜
4

コ
ー
ト
の
人
工
芝
張
り
替
え
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

工
期
：
７
月
〜
10
月
末
（
予
定
）

■
申
し
込
み

　

８
月
17
日
㈪
午
前
９
時
〜
９

月
11
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
、
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
電
話
申
込
は
不

可
）

※
参
加
申
込
書
は
各
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
９
月
11
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

※
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

　

理
事
長　

水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

午
後
10
時
〜
午
後
11
時
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下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
・

特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

第
３
回
下
野
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
を
東
ノ
宮
Ｃ
Ｃ
に
て

１
３
０
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
は
、
下
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

に
加
え
、
市
内
３
地
区
の
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

「
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
」用
具
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
高
橋

五
月
氏
を
講
師
に
、
特
別
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
経
験
を

基
に
し
て
の
身
振
り
手
振
り
を

交
え
た
講
演
に
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
開
会
式
に
お
い
て
、
３

月
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た
橋
本

ト
ク
さ
ん
が
、
関
協
会
長
か
ら

長
寿
の
お
祝
い
の
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
歴
15
年
と
い
う

ベ
テ
ラ
ン
で
、
各
種
の
大
会
で

優
勝
や
好
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。
健
康
を
保
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

ゴ
ル
フ
協
会

腕
試
し
ゴ
ル
フ
会

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
試
す

ゴ
ル
フ
会
で
す
。

■
日
時　

８
月
19
日
㈬
午
前
９

時
集
合

■
会
場　

栃
木
の
森
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス

■
費
用　

６
，８
０
０
円（
食
事

代
込
み
）

■
定
員　

20
名

■
そ
の
他　

プ
レ
ー
終
了
後
反

省
会
を
行
い
ま
す（
ド
リ
ン
ク

付
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

　

☎（
44
）４
４
３
３

　

※
８
月
14
日
㈮
締
切
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

第
24
回
下
野
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
兼
第
５
回
下
野

市
長
杯
を
開
催
し
ま
し
た

　

６
月
23
日
㈫
に
国
分
寺
運
動

公
園
に
お
い
て
、
第
24
回
下
野

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

兼
第
５
回
下
野
市
長
杯
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
会
に
は
２
１
５

名
の
選
手
が
参
加
し
、
男
性
の

部
で
淋
國
弘
さ
ん
、
女
性
の
部

は
花
田
美
枝
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で
申
込
書

に
記
入
の
う
え
参
加
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

担
当
：
近
藤
敬
子

　

☎（
44
）０
８
４
９

※
火
・
水
・
木
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

未
就
園
児
親
子
体
操
教
室

２
n
d
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
我
が

子
の
心
と
体
の
成
長
を
実
感
し

ま
せ
ん
か
。
運
動
、遊
び
、工
作
、

子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
な
ど

を
通
じ
て
、
期
間
中
に
お
子
さ

ん
に
自
主
性
が
芽
生
え
て
き
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
つ
い
て
保

護
者
同
士
の
情
報
交
換
や
講
師

の
養
育
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
人

気
の
一
つ
で
す
。

■
日
時

９
月
７
・
14
・
28
日
、
10
月
５
・

19
・
26
日
、
11
月
２
・
９
日
（
月

曜
日　

全
８
回
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

■
場
所　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
体
育
館

■
講
師

　

宇
賀
神
博
子
先
生

　

日
本
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連
盟　

　

キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
公
認
指

導
員

■
募
集
対
象

　

 

開
催
中
に
２
歳
に
な
る
幼
児
〜

未
就
園
児
20
組
程
度（
先
着
順
）

■
参
加
費
（
８
回
分
）

　

会
員　
　

３
，６
０
０
円

　

会
員
外　

４
，０
０
０
円

　

幼
児
の
み
保
険
加
入

■
申
し
込
み
期
間

　

８
月
12
日
㈬
〜

　
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

■
そ
の
他　

期
間
中
は
託
児
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。

右
か
ら
、
関
会
長
、
橋
本
さ
ん
、

広
瀬
市
長

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
贈
呈
式
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子育て支援事業

下野市の私立幼稚園・認定こども園では「子育て支援事業」を推進しています。各園にて未就園児親子教室（就
園前のお子様が対象）を行っています。各園、親子で楽しめる内容となっていて、一人のお子さんが複数の園
で登録（参加）することもできます。ぜひふるってご参加ください！

※上表以降も各園にて活動の計画があります。予定については各園にお問い合わせください。
※親子で参加するイベントです。必ず保護者の同伴が必要になります。
※登録料、参加料などの実費が発生する場合があります。各園にお問い合わせください。

下野市私立幼稚園・認定こども園の子育て支援事業

8月下旬以降の親子教室日程について

親子教室名
施設名 日時 活動内容／持ち物 当日の

登録
幼稚園住所
問い合わせ先

その他
次回開催連絡等

てんとうむしキッズ
（①②合同）

　①薬師寺幼稚園
　②第二薬師寺幼稚園

9/2㈬
10：30 ～
11：30　

「リズム運動、読み聞かせ、歌、
英語遊び」
・飲み物と上履きをお持ちくだ
さい。

○
薬師寺1584－2
☎（48）0132
祇園4－6－3
☎（44）9988

10/14㈬
10：30 ～ 11：30

こばと教室
石橋幼稚園

9/9㈬
10：30 ～
11：45　

「親子体操教室」（体操講師の
指導）
「幼稚園の先生との活動」
・上履きをお持ちください。

○ 石橋535
☎（53）0218

水曜日
10：30受付
10：45 ～活動
11/11、12/9

ラビットクラブ
野ばら幼稚園

8/21㈮
9：00 ～
12：00 　

「わくわくフェスタ」
～ラビット＆カンガルーの夏
祭り～
うたあそび・読み聞かせコー
ナー他、ミニ模擬店

・飲み物、タオル、上履きをお
持ちください。

○ 中大領386
☎（53）5508

月2 ～ 3回㈭
10：00 ～ 11：00
9月3、10、17日

コアラクラブ
愛泉幼稚園

8/24㈪
受付10：00
開催10：30 ～

「親子ゲーム大会！」　みんな
でもできるゲームをお母さん
といっしょに楽しもう！
・水分補給用の飲み物と汗拭き
タオル、上履きをお持ちくださ
い。

○ 小金井4－12－8
☎（44）7783

9/16㈬
10：00 ～
おじいちゃんお
ばあちゃんへの
プレゼント作り

ニコニコクラブ
第二愛泉幼稚園

9/5㈯
10：00 ～
12：00　

「幼稚園大開放！」
ミニミニウォーターパークで楽
しく遊ぼう！

・水着、お着替え等をお持ちく
ださい。

○ 柴1403
☎（44）2838

9/15㈫
10：00～ 12：00
お月見会、おだ
んご作り

ぴよぴよキッズ
むつみ愛泉こども園

8/21㈮
A　10：10 ～
B　11：00 ～

「リズムあそび」
A　０～１歳児
B　２歳児

・飲み物をお持ちください。

○

柴769－17
☎（44）0405
（親子教室申込は
こちら↓）
☎（32）6733

8/22㈯スペシャ
ルデー（スタン
プあそび）
8/28㈮音楽鑑賞
会

■問い合わせ先　こども福祉課　☎（52）１１１４
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ＱＲコード

利用案内
■８月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

　　南河内図書館　　
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
８月８日㈯　午前10時30分～
絵　本「かみなりどんがやってきた」
絵　本「やきざかなの のろい」
紙芝居「あっぱれ！チビッコむさし」ほか
８月22日㈯　午後２時～
絵　本「うしのもーさん」
絵　本「あなぐまアパート」
紙芝居「のうさぎ ケンパ」ほか
■星に願いを… 短冊に願いごとを書こう！
短冊配布と笹飾り：８月７日㈮まで
※笹の状態によって変更することがあります

　　石橋図書館　　
■おはなし会　午前11時～
８月１日㈯　「くろねこかあさん」ほか
※たなばたの飾りつけがあります☆
８月15日㈯　「14ひきのあさごはん」ほか
■工作会「紙鉄砲をつくろう」
８月９日㈰　 午後２時～
定　員：15名（先着順）※申し込み不要
■乳幼児向けちいさなおはなし会
８月17日㈪　午前10時30分～
「ぴょーん」ほか
■リサイクル市書籍版
８月８日㈯・９日㈰
■古典文学講座「平家物語」
８月23日㈰　午後２時～３時30分
平家物語「小督局」※要申し込み
■新聞コラム書き写し　※申し込み不要
８月24日㈪　午前10時～ 11時30分
■本のアルバム実施中
７月18日㈯～８月31日㈪
※表彰式：９月５日㈯
■原爆と人間展開催中　1階休憩コーナー
７月13日㈪～８月16日㈰

　　国分寺図書館　　
■親子で作ろう「万華鏡・スノードーム」
７月19日㈰～８月26日㈬の毎週水・金・
日曜日の午後２時～６時　※随時受付
対　象：小学生とその保護者
※カウンターにて工作キットを貸し出します
■アシモを作ろう！段ボールクラフト
８月４日㈫　午前10時～ 12時
定　員：30名　※要申し込み／参加無料
協　力：本田技研ドリームハンズ
■新聞コラム書き写しの会
８月７、21日㈮　午前９時～／参加無料
※21日(金) 午前10時～ 11時：講座「かんぴょう
あれこれ―こんな食べ方あったんだ！」

■琴演奏会「伝統の調べ」
８月８日㈯　午前10時30分～
演奏者：箏・樹陽会　4名
定　員：20組　※要申し込み／参加無料
■お話ポケットの会のおはなし会
８月８日㈯　午後２時～ 
大型絵本「おばけびょうきになる」
■本物体験「プロが教える水彩画」
８月９日㈰　午前10時～ 12時
講　師：山根 隆 先生（日展入選作家）
日展作品展示、夏休みの宿題にもどうぞ！
定　員：小学生20名　※要申し込み／参加無料
■読書会
８月15日㈯　午前10時～
テキスト／半村 良 著「雨やどり」
■絵本研究サークルブックベリー特別講演会
８月28日㈮　午前10時～ 12時
図書館ってなあに？～賢い図書館のつかいかた～
講　師：内野安彦 氏
資料代：500円
定　員：50名　※要申し込み（先着順）

　３館合同企画「紙芝居講座」のお知らせ　
９月に初心者向け紙芝居講座を開催します
日　程： 9月19日㈯、20日㈰
時　間：午後2時～３時30分
会　場：国分寺図書館　２階視聴覚室
講　師：清水博子 先生
定　員：20名（高校生以上）
参加費：無　料
申し込み：８月１日㈯より各館にて受付開始。
電話または直接カウンターまで。

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
閉店屋五郎（南） … 原 宏一
五郎は仕事熱心だが女に惚れっぽい。情が厚
いため余計なトラブルに巻き込まれてばかり。
二度寝とは、遠くにありて思うもの（南）
 … 津村 記久子
抱く女（石） … 桐野 夏生
グリムへの扉（石） … 大野 寿子
家族という病（国） … 下重 暁子
新しいキャンプの教科書（国） … STEP CAMP
＜児童書＞
ふたごのゴリラ（南） … ふしはら のじこ
明日をつくる十歳のきみへ（南） … 日野原 重明
赤の他人だったら、どんなによかったか。（石）
 … 吉野 万里子
チンチンボンボさん（石） … 室井 滋
あおぞらくろくま（国） … たかい よしかず
かとりせんこう（国） … 田島 征三
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館ど
　こでも貸出(貸出中は予約)が可能です

Library Inform
ation
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

寺】

読書人

47 都道府県！！
ご当地キャラと
日本一周♪

ご当地キャラ探
検隊 編
汐文社

ご当地キャラたちは、実はそのご当地の地理
や歴史、特産物・名産物などがもとになって
いることが多い。キャラを知ればご当地にも
詳しくなれる？※全3巻　　　　　　　(南 )

はるかちゃんとお父さんは雪の新青森駅を出
発。鹿児島のおじいちゃん家まで、日本縦断
して新幹線だけをのりついでいく。日本中の
名所を見わたせる楽しい絵本。　　(国 )(石 )

出雲をはじめ、日本の神話に出てくる 5つ
の地域の “縁結び神社 ”と “美肌になる温泉 ”
＆ “ 美味しいもの ” も掲載された、女子心を
満たすトラベルガイドブック。　　　　(南 )

独自の風土、文化が色濃く残る北陸の絶景や
伝統工芸を紹介するほか、金沢駅、富山駅と
いった北陸新幹線の駅ごとに、見どころ、グ
ルメ、温泉などを案内する。　　　　　( 国 )

子どもとおでかけ！
茨城・栃木・群馬 
日帰りパーフェクト
ガイド

ジェイアクト 著
メイツ出版

家族みんなでお得に遊べる、茨城・栃木・群馬の日帰り
スポットを紹介。施設の基本情報、食事・売店・トイレ・
赤ちゃん連れに便利な情報、パパ・ママひとくちメモな
どを掲載する。（国）

新幹線のたび
～はやぶさ・のぞみ・
さくらで日本縦断～

コマヤス　カン 作
講談社

家の中や外で出会った花、野菜、乗り物など
の名前を、可愛い絵とともに紹介。お子様と
一緒に絵の名前を当てながら読み進めると、
きっと楽しいよ。　　　　　　　　　　(石 )

はじめての
ことば絵図鑑
おでかけするよ

わたなべ ちいこ 作・絵
教育画劇

栃木県内の花の名所が紹介された一冊。花の
見頃時期や撮影のポイントも掲載されている
ので、こちらを参考にお出かけしてみては？
データ：2015年2月現在　　　　　(石)(国 )

るるぶ北陸新幹
線で行こう！
金沢富山

JTB パブリッシング

とちぎ
花ハイキング

小杉 国夫 写真・文
下野新聞社

今月のテーマ
お出かけしましょう

　お子さんの夏休み、会社のお盆休み
などを利用して、旅行や帰省などを計
画している方も多いと思います。あるい
は、暑い夏が過ぎ去って少し涼しくなっ
たら小旅行に…なんていうのもいい
ですね。
　今月は「お出かけ」をテーマ
に選書しました。

縁結び神社と
きらきら温泉

縁結び＆温泉女
子会 著
PARCO出版
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今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

自治医科大学第44回薬師祭のお知らせ…Ｐ29

下野市制施行10周年記念プレミアム20共通商品券について…P30

「移動式赤ちゃんの駅」の無料レンタルをはじめました！…P31

思いやりの心を育てます。「人権の花」…P32

下野市国際交流協会のロゴマークを募集いたします！…P39

月 火 水 木 金 土 日
8/1 2

スワン

自治医科大学公開講座⑤
（6.24）
しもつけ親子フェスティ
バル（7.36）
国分寺地区コミュニティー
盆踊り・花火大会（7.38）

農業委員会委員選挙立候
補届出受付（7.5）

3 4 5 6 7 8 9
パソコン基本
操作相談窓口
（7.31）

ひぃくん

育児相談（8.12） アコーディオ
ンによる歌声
（8.38）

いしばし納涼踊り・花火大
会（7.38）

農業委員会委員選挙投票
日（7.5）

10 11 12 13 14 15 16
子育て巡回相
談（8.12）

司法書士無
料法律相談
（8.43）

るぅちゃん のあちゃん

グリム絵画教室（8.41）

17 18 19 20 21 22 23

りさちゃん

腕試しゴルフ
会（8.24）

フレッシュマ
マ・パパ教室
（8.11）
みんなで守ろう！
子どもの笑顔
（8.29）
アコーディオンに
よる歌声（8.38）

ぴよぴよキッ
ズ（8.25）
ラビットクラ
ブ（8.25）
ベニバナ染め
体験（7.37）

グリム夏休み体験教室
（8.41）

グリム夏休み体験教室
（8.41）

24 25 26 27 28 29 30
コアラクラブ
（8.25）

住宅総合相談会
（8.43）

なっちゃん

行政書士無料
専門相談会
（8.43）

いぶくん

第3回歴史講座（8.40）

31 9/1 2 3 4 5 6

ゆうちゃん

こころの健康
相談（8.11）

てんとうむし
キッズ（8.25）

秋季レディー
スダブルテニ
ス大会（8.23）
アコーディオ
ンによる歌声
（8.38）

ニコニコクラブ（8.25） プレミアム20共通商品券
発売（8.30）
手話講習会（毎週火曜日）
（8.42）

7 8 9 10 11 12 13
パソコン基本
操作相談窓口
（8.17）

みっちゃん

こばと教室
（8.25）

国勢調査イン
ターネット回
答～20日まで
（8.35）

下野ブランド
応募締切（7.3）

ゆうちゃん

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

８月誕生日のみんな！
おめでとう

海浜わくわくキャンプ

多子世帯支援割引プレミアム20共通商品券販売（8.30）

多子世帯支援割引プレミアム20共通商品券販売（8.30）

敬老祝金贈呈（8.34）
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イ
ベ
ン
ト

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

子
ど
も
の
笑
顔
」

8/20
　

ど
な
ら
な
い
・
叩
か
な
い
子
育

て
の
方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？児

童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数

は
増
加
し
て
お
り
、
児
童
虐
待
問

題
は
重
要
な
課
題
で
す
。
児
童
虐

待
を
な
く
す
た
め
、
児
童
虐
待
防

止
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場　

道
の
駅
し
も
つ
け

■
内
容　

講
演
会
テ
ー
マ

「
ど
な
ら
な
い
子
育
て
」

　

〜
こ
ど
も
の
行
動
を

　
　
　

変
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
〜

■
講
師　

中
央
児
童
相
談
所

　

判
定
指
導
課
長　

岩
井
幸
祐
氏

■
参
加
費　

無
料

■
対
象
者　

子
ど
も
に
関
わ
る
方
、

子
育
て
中
の
方
、
そ
の
他
、
児
童

虐
待
防
止
に
関
心
の
あ
る
方

※
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

「
吉
田
た
か
よ
し
」
講
演
会
の
お

知
ら
せ

　

今
年
の
薬
師
祭
講
演
会
は
、
医

療
の
み
な
ら
ず
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番

組
で
も
お
馴
染
み
の
、『
吉
田
た

か
よ
し
』講
師
を
迎
え
、ず
ば
り
！

『
楽
し
く
、
健
康
に
生
き
る
た
め

に
』
を
講
演
内
容
に
、
楽
し
く
健

康
に
生
き
る
た
め
に
、
医
師
で
元

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
吉
田
講
師
が
み

な
さ
ん
に
教
え
ま
す
‼
 

■
日
時　

 

10
月
11
日
㈰ 

■
開
場　

午
後
２
時
（
開
場
１
時

間
前
か
ら
会
場
に
て
整
理
券
を
配

布
予
定
で
す
。） 

■
開
演　

午
後
３
時
〜
（
講
演
時

間
は
90
分
間
の
予
定
で
す
。）

■
場
所　

自
治
医
科
大
学 

医
学

部
教
育
研
究
棟
1
階
大
講
堂

■
定
員　

普
通
席
2
0
0
名
＋
車

い
す
席
15
席 

（
車
い
す
席
は
先
着
順
で
す
。
ご

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
メ
ー
ル

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

■
注
意
事
項

○ 

入
場
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○ 

会
場
内
は
飲
食
物
の
持
ち
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。 

○ 

会
場
内
は
撮
影
は
禁
止
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

講
演
会
部
門
長

　

医
学
部
４
年　

澤
き
き
ょ
う 

　

☎
0
8
0

－

8
9
5
8

－
3
1
0
1

　

 
kusushikouenkai2015@

gm
ail.com

球
技
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

薬
師
祭
で
は
球
技
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
種
目
は
フ
ッ
ト
サ
ル
と

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。
豪
華
賞
品

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
：
10
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
〜

■
場
所　

自
治
医
科
大
学
構
内 

野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト

■
募
集
締
め
切
り

　

８
月
31
日
㈪
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
運
動
会
部
門
長

　

医
学
部
３
年　

古
川
遼

　

☎
0
8
0

－

5
1
4
4

－

0
4
2
8

　

 
m
13098rf@

jichi.ac.jp

バ
ザ
ー
物
品
提
供
の
お
願
い 

　

薬
師
祭
で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
利
益
は
全

額
、
福
祉
・
医
療
関
係
団
体
等
へ

の
寄
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
バ
ザ
ー

物
品
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
都
合
が
合
い
ま
す
日
時
に
こ
ち

ら
か
ら
回
収
に
向
か
い
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
期
間

　

７
月
14
日
㈫
〜
９
月
20
日
㈰

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

バ
ザ
ー
部
門
長

　

医
学
部
１
年　

大
西
悠
幹 

　

☎
0
8
0

－

5
2
5
4

－

8
5
1
2

　

 
m
15025yo@

jichi.ac.jp

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
広
告
・
協
賛
募
集

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
広
告
掲
載
す

る
企
業
、
団
体
、
市
民
の
方
を
１

口
６
，0
0
0
円
に
て
募
集
し
ま
す
。

広
告
を
載
せ
た
い
場
合
や
ご
質
問

の
あ
る
場
合
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
詳
し
い
資
料
を
お
送

り
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
部
門
長

　

医
学
部
５
年　

伊
藤　

里
奈 

　
 
m
11007ri@

jichi.ac.jp

お
知
ら
せ

特
殊
詐
欺
に
注
意

家
族
の
愛
で
詐
欺
に
カ
ツ
！

　

夏
休
み
や
お
盆
な
ど
で
離
れ
た

家
族
が
集
う
こ
の
時
期
、
ぜ
ひ
特

殊
詐
欺
被
害
に
つ
い
て
、
家
族
間

で
話
し
合
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
族
の
会
話
と
思
い
や
り
で
詐
欺

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○ 

日
頃
か
ら
家
族
間
で
、
振
り
込

め
詐
欺
等
の
被
害
防
止
に
つ

い
て
話
し
愛
（
あ
い
）
互
い
に

注
意
し
愛
（
あ
い
）
ま
し
ょ
う
。

○ 

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
も
こ
ま

め
に
連
絡
を
と
り
愛
（
あ
い
）

ま
し
ょ
う
。

○ 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
、
家
族
を

名
乗
る
電
話
に
だ
ま
さ
れ
な

い
た
め
に
、
家
族
だ
け
に
通
じ

る
『
愛
（
あ
い
）
言
葉
』
を
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

1
10/11 

自
治
医
科
大
学
第
44
回
薬く
す
し師
祭さ
い

の
お
知
ら
せ

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）４
８
８
３



くらしの情報
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

幼
稚
園
児
の
保
護
者
に
支

給
さ
れ
る
補
助
金
の
手
続

き
に
つ
い
て

（
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
）

国
及
び
下
野
市
が
行
う
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。
満
３
歳
の
お
誕

生
月
か
ら
対
象
と
な
り
、
補
助
額

は
市
民
税
（
所
得
割
課
税
額
）
に

応
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

９
月
に
幼
稚
園
を
通
し
て
「
保

育
料
減
免
措
置
に
関
す
る
調
書
」

を
配
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
押
印
の
う
え
、

幼
稚
園
あ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
27
年
１
月
１
日
に

下
野
市
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合

は
世
帯
（
大
人
の
方
）
全
員
の
市

町
村
民
税
が
わ
か
る
も
の
の
提
出

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
９
月
に

配
付
す
る
「
保
育
料
減
免
措
置
に

関
す
る
調
書
」
と
一
緒
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆ 

「
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
」
の
支

給
は
幼
稚
園
を
通
し
て
２
月

下
旬
以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

プ
レ
ミ
ア
ム
20
共
通
商
品
券

に
つ
い
て

　

市
及
び
下
野
市
共
通
商
品
券
発

行
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
下
野

市
制
施
行
10
周
年
記
念
プ
レ
ミ
ア

ム
20
共
通
商
品
券
を
次
の
と
お
り

発
売
し
ま
す
。

■
発
売
日　

９
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
売
り

切
れ
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。）

■
発
売
場
所　

国
分
寺
公
民
館
、

南
河
内
公
民
館
、
石
橋
商
工
会
館

■
販
売
価
格

　

１
組
１
０
，０
０
０
円

　
（
１
，０
０
０
円
券
×
12
枚
）

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率　

20
％

■
購
入
限
度　

１
人
10
組
ま
で

■
販
売
対
象
者

　

小
学
生
以
上
の
下
野
市
民

■
使
用
期
間

　

９
月
６
日
㈰
〜
平
成
28
年
２
月

29
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

　

下
野
市
商
工
会

　

☎（
44
）０
２
０
２

　

下
野
市
商
工
会
南
河
内
支
所

　

☎（
48
）０
０
５
９

　

石
橋
商
工
会

　

☎（
53
）０
４
６
３

多子世帯限定先行販売期間及び販売場所　
日　　時 販売場所

８月30日㈰
午前10時～午後３時

保健福祉センターきらら館
（下古山1120）

８月31日㈪～９月４日㈮
午前８時30分～午後５時15分

こども福祉課（石橋庁舎１階）
（石橋552-4）

多子世帯支援割引券をご利用の方への販売は、先行販売期間中のみです！
９月６日㈰に割引券を利用しての購入はできません！

 

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム
20
共
通
商
品
券
の

  

多
子
世
帯
支
援
割
引
券
を
ご
利
用
の
方
へ

　

対
象
世
帯
の
方
に
、
商
品
券
を

１
組
の
み
７
，0
0
0
円
で
購
入

で
き
る
割
引
券
を
8
月
上
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

　

な
お
、
勤
務
先
か
ら
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
公
務
員
の
方
に

は
、
申
請
を
さ
れ
た
方
に
の
み
郵

送
し
ま
す
。

■
先
行
販
売
及
び
割
引
券
に
つ
い

て・ 

９
月
６
日
㈰
に
割
引
券
を
利
用

し
て
の
購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

割
引
券
を
ご
利
用
の
方
は
必

ず
下
記
先
行
販
売
期
間
中
に

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

・ 

下
記
先
行
販
売
期
間
中
に
購
入

で
き
る
の
は
、
多
子
世
帯
支

援
の
割
引
券
を
お
持
ち
の
方

の
み
で
す
。
多
子
世
帯
の
方

で
２
組
以
上
お
求
め
の
場
合

は
、
１
組
目
を
下
記
先
行
販

売
期
間
中
に
、
２
組
目
以
降

を
一
般
販
売
日
の
９
月
６
日

㈰
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

・ 

割
引
券
の
再
発
行
は
行
い
ま
せ

ん
。

・ 

割
引
券
を
利
用
で
き
る
の
は
、

ご
本
人
様
ま
た
は
そ
の
ご
家

族
の
方
の
み
で
す
。
譲
渡
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
世
帯

　

平
成
27
年
５
月
１
日
時
点
で
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

⑴ 

児
童
手
当（
特
例
給
付
を
含
む
）

を
受
給
し
て
い
る
こ
と

⑵ 

児
童
手
当
の
受
給
者（
保
護
者
）

が
下
野
市
内
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
こ
と

※ 

対
象
児
童
が
下
野
市
内
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
場
合
で
も
、

児
童
手
当
の
受
給
者
が
下
野

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
場
合
（
下
野
市
以
外
の
市

区
町
村
か
ら
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
場
合
）
に
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

⑶ 

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
出

生
し
た
児
童
を
３
人
以
上
養

育
し
て
い
る
こ
と

※ 

高
校
生
の
生
徒
の
み
を
養
育
し

て
い
る
世
帯
は
、
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
た
め
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

2
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乳
幼
児
を
持
つ
子
育
て
家
族
が
、

市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を

安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
移
動
が
可
能
な
テ
ン
ト
や

折
り
た
た
み
式
オ
ム
ツ
交
換
台
等

備
品
一
式
を
「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
」
と
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。

市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

時
に
は
、
乳
幼
児
の
オ
ム
ツ
交
換

や
授
乳
を
行
う
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■ 

貸
し
出
し
の
条
件

・ 

市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る

団
体

・ 

特
定
の
政
治
、
思
想
ま
た
は
宗

教
活
動
を
目
的
と
し
な
い
団

体
及
び
イ
ベ
ン
ト

・ 
乳
幼
児
を
連
れ
た
保
護
者
が
参

加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

・ 

法
令
ま
た
は
公
序
良
俗
に
反
し

な
い
団
体
及
び
イ
ベ
ン
ト

■ 

利
用
の
流
れ

①
申
し
込
み

　

 　

貸
出
申
込
書
を
、
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
が
わ
か
る
資
料
を
添

え
て
、
こ
ど
も
福
祉
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
は
、

貸
出
日
の
６
か
月
前
か
ら
７

日
前
ま
で
で
す
。

　

 　

貸
出
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
中
で
す
。

②
申
込
者
へ
の
通
知

　

 　

審
査
の
う
え
、
貸
出
し
の
可

否
を
決
定
し
、
申
込
者
に
通
知

し
ま
す
。

③
借
り
受
け

　
 　

申
込
者
は
、
こ
ど
も
福
祉
課

か
ら
「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅

（
テ
ン
ト
等
一
式
）」
を
借
り
受

け
て
く
だ
さ
い
。

④
返
却

　

 　

こ
ど
も
福
祉
課
に
使
用
実
績

報
告
書
を
添
え
て
、「
移
動
式

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
（
テ
ン
ト
等
一

式
）」
を
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

へ
、
申
請
書
を
７
月
上
旬
に
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

期
限
内
に
申
請
が
な
い
場
合
に

は
、
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
お
早
め
に
お
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
給
付
金

の
お
振
り
込
み
は
、
10
月
以
降
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
児
童
手
当
現
況
届
の
手

続
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
申
請

さ
れ
て
も
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

　

平
成
28
年
１
月
４
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

「
利
用
者
支
援
事
業
」が

始
ま
り
ま
し
た

市
で
は
、
こ
ど
も
福
祉
課
に
支

援
窓
口
を
設
置
し
、
相
談
員
が
市

内
の
施
設
の
情
報
提
供
や
、
育
児

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
相
談
員
よ
り

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
、
育
児
の
不
安
や
悩
み
は
な

い
で
す
か
？

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童

館
・
幼
稚
園
の
親
子
教
室
を
利
用

し
て
み
た
い
方
へ
の
情
報
提
供
や
、

子
育
て
に
悩
ん
だ
り
不
安
に
思
っ

た
り
し
て
い
る
方
の
相
談
・
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
日
、水
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

こ
ど
も
福
祉
課
窓
口

　

電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課
保
育
支
援
グ
ル

ー
プ

　

☎（
52
）1
1
1
4

「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」の
無
料
レ
ン
タ
ル
を
は
じ
め
ま
し
た
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

3

当
分
の
間
、
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
を
き
ら
ら
館
（
下
古
山
）

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

展
示
品
の
貸
出
中
は
ご
覧
い
た

だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
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真
夏
の
防
犯
対
策

暑
い
日
が
続
く
こ
の
時
期
は
自

宅
の
玄
関
や
窓
を
開
け
た
ま
ま
過

ご
す
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

無
施
錠
で
の
外
出
、
夜
の
網
戸

で
の
就
寝
な
ど
は
、
ド
ロ
ボ
ウ
に

と
っ
て
、
犯
行
が
し
や
す
い
環
境

と
な
り
ま
す
。
ド
ロ
ボ
ウ
か
ら
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

外
出
時
・
就
寝
時
は
玄
関
や
窓

の
戸
締
り
を
確
認
す
る
。

○ 

短
時
間
で
の
外
出
で
も
確
実
に

施
錠
す
る
。

○ 

植
木
鉢
の
下
な
ど
、「
置
き
鍵
」

を
習
慣
に
し
な
い
。

○ 

長
期
外
出
す
る
時
は
、
新
聞
を

一
時
と
め
て
お
く
（
郵
便
受
け

に
新
聞
等
を
た
め
な
い
）。

○ 

窓
に
は
防
犯
ガ
ラ
ス
や
補
助
錠

を
付
け
る
等
、
防
犯
グ
ッ
ズ
を

活
用
す
る
。

○ 

夜
間
外
出
す
る
時
は
、
カ
ー
テ

ン
を
閉
め
、
明
か
り
や
テ
レ
ビ

等
を
点
け
て
人
が
い
る
よ
う

に
装
う
。

泥
棒
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

こ
れ
ら
小
さ
な
防
犯
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
安
全
安
心
課　

☎（
40
）5
5
5
5

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に

あ
る
男
性
か
ら
女
性
へ
の
暴
力
を

「
D
V
」と
い
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
に
は
、

身
体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、
経
済

的
暴
力
、
精
神
的
暴
力
、
性
的
暴

力
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

暴
力
に
よ
っ
て
あ
な
た
自
身
が

心
身
に
傷
を
負
う
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
に
Ｄ
Ｖ
を
見
せ
る

こ
と
は
心
理
的
虐
待
に
な
り

ま
す
。

◆ 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
相

談
を
！

下
野
市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
、
夫
婦

の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
離
婚
な

ど
女
性
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
る

た
め
に
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
女
性
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
及
び
時
間　

月
〜
金
曜

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
正

午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

 
思
い
や
り
の
心
を
育
て
ま
す
「
人
権
の
花
」

　
「
人
権
の
花
」
は
、
小
学
生
児

童
を
対
象
と
し
て
昭
和
57
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
啓
発
運
動
で

す
。

　

児
童
が
協
力
し
な
が
ら
花
を
育

て
る
こ
と
で
、
協
力
、
感
謝
す
る

こ
と
の
大
切
さ
、
ま
た
生
命
の
尊

さ
を
学
び
な
が
ら
、
情
操
を
よ
り

豊
か
に
し
、
や
さ
し
い
思
い
や
り

の
心
を
体
得
し
、
人
権
思
想
を
育

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
６
月
、
古
山
小
学
校
、

石
橋
北
小
学
校
、
国
分
寺
東
小
学

校
、
国
分
寺
西
小
学
校
、
吉
田
東

小
学
校
、
吉
田
西
小
学
校
に
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
、
千
日

紅
な
ど
の
苗
が
手
渡
さ
れ
、
人
権

擁
護
委
員
よ
り
「
花
を
育
て
る
と

同
時
に
思
い
や
り
の
心
を
育
て
て

く
だ
さ
い
。」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

花
の
苗
を
受
け
取
っ
た
児
童
か
ら

は
「
花
を
見
た
人
が
元
気
に
な
る

よ
う
大
事
に
育
て
ま
す
。」
と
の

お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の
思
い
や
り
が
明

る
く
差
別
の
な
い
社
会
を
築
き
ま

す
。
人
権
に
つ
い
て
家
庭
み
ん
な

で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆吉田西小学校

◆国分寺東小学校

◆吉田東小学校

◆国分寺西小学校

◆石橋北小学校

◆古山小学校

下
野
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）１
１
６
８

4
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市
民
の
皆
様
の
健
康
お
よ
び
消

費
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

図
る
た
め
、
簡
易
型
ガ
ン
マ
線
ス

ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
を
使
用
し
、

食
品
等
の
放
射
性
物
質
の
簡
易
検

査
（
無
料
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
検
査
内
容　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム

（
Cs
-1
3
4
・
Cs
-1
3
7
）

■
対
象
者

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
成
人
の
方

（
身
分
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

■
検
査
で
き
る
数

　

一
人
１
回
あ
た
り
１
検
体

■
検
査
対
象
品　

販
売
用
農
産
物

を
除
く
食
品
及
び
農
産
物
（
主
に

自
家
消
費
野
菜
等
）

■
検
査
対
象
外
品

・ 

水
、
落
ち
葉
、
堆
肥
、
土
壌
、

飼
料
等
の
食
品
以
外
の
も
の

・ 

県
外
製
造
品
及
び
原
産
地
が
県

外
の
も
の

・ 

販
売
、
製
造
元
、
原
材
料
の
産

地
、
採
取
場
所
等
が
不
明
な

も
の

・
き
の
こ
類
（
別
途
相
談
）

■
検
査
申
込
方
法

① 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

検
査
日
を
仮
予
約
し
ま
す
。

② 

検
査
受
付
に
あ
た
り
、
事
前
に

来
所
い
た
だ
き
、
詳
細
の
説
明

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
時
、「
放
射
性
物
質
簡
易
検

査
の
同
意
及
び
検
査
依
頼
書
」

用
紙
と
「
検
体
」
を
入
れ
る
容

器
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※ 

検
査
日
当
日
に
、「
放
射
性
物

質
簡
易
検
査
の
同
意
及
び
検

査
依
頼
書
」
と
「
検
体
」
を
持

参
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
検

査
時
間
は
、
１
時
間
か
ら
１
時

間
30
分
程
度
か
か
り
ま
す
。）

■
検
査
結
果

① 

検
査
終
了
後
に
検
体
を
返
却
し
、

口
頭
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

② 

検
査
結
果
に
基
づ
く
、
証
明
書

等
の
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

③ 

検
査
結
果
の
公
表
は
行
い
ま
せ

ん
が
、
関
係
機
関
に
情
報
提
供

を
い
た
し
ま
す
。

■
予
約
受
付
時
間　

月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
（
祝
日
等
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

■
検
査
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
国
分
寺
庁
舎
２
階
安
全
安
心
課

内
）

　

☎（
44
）4
8
8
3

水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

　

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
48
）2
1
2
1

ア
ジ
サ
イ
祭
り
が
開
催

（
仁
良
川
の
里
保
全
会
主
催
）

６
月
21
日
㈰
、
仁
良
川
地
域
に

あ
る
あ
ず
ま
や
「
あ
じ
さ
い
亭
」

に
お
い
て
、
仁
良
川
の
里
保
全
会

や
周
辺
の
自
治
会
等
に
よ
る
江
川

用
水
周
辺
の
清
掃
活
動
後
に
「
第

３
回
ア
ジ
サ
イ
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

祭
り
で
は
流
し
そ
う
め
ん
や
焼

き
そ
ば
、
か
き
氷
な
ど
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
親
子
な
ど
約
３
３
０
人
の

参
加
者
は
ア
ジ
サ
イ
の
花
を
観
賞

し
な
が
ら
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

平
成
20
年
か
ら
植
栽
が
開
始
さ

れ
た
ア
ジ
サ
イ
は
、
同
保
全
会
や

地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
き

れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

【お知らせ】
デマンドバス（おでかけ号）の予約センターの電話番号は

０１２０－１１－1６４６です。
　　　　　　　お間違えがないように。

※デマンドバスご利用には事前登録が必要です。

 

食
品
等
の
放
射
性
物
質
簡
易
検
査
に
つ
い
て

採
取
日

採水場所 セシウム134 セシウム137

基準値
（セシウム 134及び 137の合計） 10Ｂｑ/ｋｇ

６
月
１
日

南 河 内 第 １ 配 水 場 不検出 不検出
石 　 橋 第 １ 配 水 場 不検出 不検出
国 分 寺 第 １ 配 水 場 不検出 不検出
南 河 内 第 ２ 配 水 場 不検出 不検出
石 　 橋 第 ２ 配 水 場 不検出 不検出
国 分 寺 第 ２ 配 水 場 不検出 不検出
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敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。
演
芸

観
賞
を
中
心
に
１
会
場
で
行
い
ま

す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

９
月
18
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
会
場　

　

天
平
の
丘
公
園　

聖
武
館

■
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
（
12
月
31

日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
方
）

■
内
容

　

式
典
（
金
婚
夫
婦
祝
福
会
を
含

む
）、
演
芸
観
賞

※ 

バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
９
月
号
に
運

行
表
を
掲
載
し
ま
す
。

敬
老
祝
い
金
贈
呈
の

お
知
ら
せ

　

今
年
度
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・

90
歳
・
95
歳
を
迎
え
る
方
と
、

1
0
0
歳
以
上
の
方
に
下
記
表
の

と
お
り
祝
金
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

贈
呈
の
日
時
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

都
合
の
よ
い
日
時
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
９
月
３
日
㈭

・
午
前
９
時
〜
正
午

　

石
橋
公
民
館　

第
一
会
議
室

・
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　

国
分
寺
公
民
館　

I
T
研
修
室

■
９
月
４
日
㈮

・
午
前
９
時
〜
正
午　

　

G
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

研
修
室

・
午
後
１
時
30
分
〜
５
時　

　

南
河
内
公
民
館　

会
議
室

■
９
月
５
日
㈯

・
午
前
９
時
〜
正
午　

　

き
ら
ら
館
検
診
室

※ 

対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
発
送

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
福
祉
課　

☎（
52
）1
1
1
5

道
路
に
樹
木
が
張
り
出
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

敷
地
か
ら
道
路
上
に
樹
木
の
枝

が
伸
び
て
、
車
道
や
歩
道
を
覆
っ

て
い
る
光
景
が
よ
く
見
か
け
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
道
路
上
に
伸
び
た
枝
は
、

車
の
運
転
者
や
歩
行
者
の
視
界
を

さ
え
ぎ
り
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
倒
木
な
ど
に
よ
っ
て
、

思
わ
ぬ
事
故
を
招
き
、
地
主
が
管

理
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

伸
び
す
ぎ
た
枝
は
せ
ん
定
す
る

な
ど
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎（
48
）２
１
１
３

お
盆
期
間
中
の
小
中
学
校

学
校
業
務
休
止
に
つ
い
て

市
内
16
校
の
小
中
学
校
で
は
お

盆
期
間
中
の
８
月
13
日
㈭
、
14
日

㈮
に
お
い
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

と
し
て
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
と

教
職
員
の
休
暇
取
得
の
推
進
の
た

め
、
学
校
業
務
を
休
止
し
ま
す
。

学
校
業
務
休
止
に
伴
い
、
学
校

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
相
談

業
務
も
休
止
し
ま
す
。

学
校
へ
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
市
学
校
教
育
課
で
承
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
体
育
館
及
び
校
庭
等
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
52
）１
１
１
８

くらしの情報

 
敬
老
会
の
お
知
ら
せ

年　　齢 平成27年度対象者の生年月日
※９月１日に本市に住所を有する方が対象です。 金　　額

75歳 昭和15年１月１日～昭和15年12月31日生まれ 5,000円 
80歳 昭和10年１月１日～昭和10年12月31日生まれ 5,000円 
85歳 昭和５年１月１日～昭和５年12月31日生まれ 10,000円
90歳 大正14年１月１日～大正14年12月31日生まれ 10,000円 
95歳 大正９年１月１日～大正９年12月31日生まれ 20,000円 
100歳以上 大正４年12月31日以前生まれ 20,000円
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国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

〜
東
日
本
大
震
災
後
の
初
め
て
の

国
勢
調
査
で
す
〜

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
全
て
の
世
帯
の
皆
さ
ん
が
調

査
対
象
で
、
人
口
・
世
帯
の
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
社
会
福
祉
、

雇
用
対
策
、
生
活
環
境
の
整
備
な

ど
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

９
月
10
日
㈯
〜
20
日
㈰
ま
で
の

間
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
が

で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
で
き

な
か
っ
た
世
帯
に
、
９
月
21
日
㈫

か
ら
、
調
査
員
が
訪
問
し
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

調
査
書
類
収
納
封
筒
に
入
れ
て
調

査
員
に
手
渡
し
い
た
だ
く
か
、
郵

送
提
出
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課　

☎（
40
）5
5
5
0

介
護
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
負
担
限
度
額
認
定
申
請

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）・
介
護
老
人
保

健
施
設
（
老
人
保
健
施
設
）・
介

護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病
床

等
）
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
）
を
ご
利
用
の
方
が

対
象
で
す
。　

世
帯
非
課
税
で
預
貯
金
等
が

１
千
万
円
以
下
（
夫
婦
は
２
千
万

以
下
）
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
食

費
と
居
住
費
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
今
年

度
よ
り
要
件
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
月
の
１
日
か
ら
適
用
に
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
の
方
は
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
交
付

に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
法
改

正
に
よ
り
８
月
１
日
か
ら
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
割
合
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
は
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
一

律
に
サ
ー
ビ
ス
費
の
１
割
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
８
月
１
日
か
ら
65

歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
う
ち
、
平
成
26
年
中
に
お

い
て
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方

（
※
）
に
は
サ
ー
ビ
ス
費
の
２
割

を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
40
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方

（
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
１
割

負
担
と
な
り
ま
す
。
有
効
期
間
は

毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31

日
ま
で
で
す
。
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
は
負
担

割
合
（
１
割
ま
た
は
２
割
）
が
記

載
さ
れ
た
介
護
保
険
負
担
割
合
証

を
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
は
介
護
保
険
被
保
険

者
証
と
と
も
に
、
こ
の
証
を
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
や
施
設
に
ご
提
示
く

だ
さ
い
。

※ 

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方

と
は
、
平
成
26
年
中
に
お
い

て
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が

1
6
0
万
円
以
上
で
、
な
お

か
つ
同
一
世
帯
の
第
１
号
保

保
険
者
の
年
金
収
入
＋
そ
の

他
の
合
計
所
得
金
額
が
単
身

2
8
0
万
円
以
上
の
方
、
２
人

以
上
世
帯
3
4
6
万
円
以
上

の
方
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
40
）１
１
１
５

８
月
１
日
よ
り
国
保
高
齢
受

給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
の
方
へ
、
８
月
１

日
よ
り
利
用
で
き
る
高
齢
受
給
者

証
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

病
院
等
を
受
診
す
る
際
は
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

は
、
26
年
中
の
所
得
状
況
に
よ
り

一
部
負
担
金
の
割
合
が
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
27
年
７
月
31
日
有
効
期
限

の
高
齢
受
給
者
証
は
、
各
庁
舎
市

民
課
窓
口
へ
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、

ご
自
身
で
破
棄
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
高
齢
受
給
者
証
の
適
用
時
期

１
日
生
ま
れ
の
方
は
70
歳
に
な

る
誕
生
月
の
１
日
か
ら
、
２
日
以

降
生
ま
れ
の
方
は
70
歳
に
な
る
誕

生
月
の
翌
月
１
日
か
ら
、
受
給
者

証
を
適
用
月
の
前
月
末
ま
で
に
ご

自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

■
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限

　

平
成
28
年
７
月
31
日

　

た
だ
し
、
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
は
誕
生
日
の
前
日
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）5
5
5
6

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
・
標
準
負
担
減
額
認

定
証
の
更
新
時
期
で
す
！

認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
で
す
。
８
月
１
日
以
降
も
認
定

証
が
必
要
な
と
き
は
申
請
が
必
要

で
す
。

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
限

度
額
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

住
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
「
限

度
額
適
用
認
定
申
請
」、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
申
請
」

と
な
り
ま
す
。

※ 

限
度
額
適
用
申
請
は
、
国
民
健

康
保
険
税
の
未
納
が
な
い
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、（
食
事
療
養
費
）
標
準

負
担
額
減
額
認
定
申
請
は
、
資
格

証
明
書
を
除
く
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 

70
歳
以
上
の
方
は
限
度
額
適
用

認
定
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
申
請
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
開
始　

８
月
１
日
か
ら

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）5
5
5
6

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

くらしの情報
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農
地
を
貸
し
て
く
れ
る

方
を
募
集
し
ま
す

経
営
転
換
ま
た
は
農
業
を
リ
タ

イ
ア
す
る
農
業
者
及
び
農
地
の
相

続
人
等
が
、
農
地
中
間
管
理
機
構

に
農
地
を
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
協
力
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

○ 

農
業
部
門
の
減
少
に
よ
り
経
営

転
換
す
る
農
業
者

○
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者

○ 

相
続
し
た
農
地
を
機
構
に
貸
し

付
け
る
場
合
で
、
相
続
後
は
自

ら
農
業
を
行
わ
な
い
者

※ 

耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
は
、
経

営
転
換
協
力
金
の
交
付
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
経
営
転
換
協
力
金

■
交
付
要
件

全
農
地
を
10
年
以
上
機
構
に
貸

付
け
、
か
つ
当
該
農
地
が
機
構
か

ら
受
け
手
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
こ

と
（
集
営
農
組
織
と
特
定
農
作
業

委
託
契
約
を
原
則
10
年
以
上
締
結

し
た
場
合
も
対
象
）。

※ 

10 

a
未
満
の
農
地
ま
た
は
農
業

振
興
地
域
外
の
農
地
は
除
く
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

☎（
48
）2
1
4
3

産
地
交
付
金
の
要
件
変
更

の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
か
ら
、
水
田
作
付

に
よ
る
野
菜
等
の
交
付
金
対
象
作

物
は
次
の
重
点
振
興
作
物
10
品
目

に
な
り
ま
し
た
。

■
産
地
交
付
金
対
象
重
点
振
興
作

物き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
な
す
、
い

ち
ご
、
ね
ぎ
、
た
ま
ね
ぎ
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
し
ゅ
ん
ぎ
く
、
う
ど
、

に
ら

■
交
付
単
価　

１
２
，0
0
0
円

／
10 

a

■
助
成
対
象
外
作
物

　

野
菜（
前
記
の
10
品
目
を
除
く
）、

雑
穀
、
豆
類
、
花
き
、
果
樹
、
花

木
、
景
観
形
成
作
物
等

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
農
業
再
生
協
議
会
事
務

局　

☎（
47
）2
5
5
2

無
人
ヘ
リ
に
よ
る

水
稲
防
除
を
実
施
し
ま
す

（
南
河
内
地
区
）

水
稲
の
カ
メ
ム
シ
類
等
を
一
斉

防
除
す
る
た
め
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
農
薬
の
散
布
を
行
い

ま
す
。
散
布
に
当
た
っ
て
は
万
全

の
注
意
を
は
ら
い
ま
す
が
、
危
被

害
防
止
の
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
散
布
日
程

　

８
月
４
日
㈫
〜
６
日
㈭
の
３
日

間■
散
布
予
定
時
刻

　

午
前
５
時
頃
〜
正
午
頃

■
散
布
箇
所

・ 

白
旗
が
立
っ
て
い
る
水
稲
の
ほ

場
へ
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
散
布
し
ま
す
。

・ 
主
要
道
路
、
通
学
路
、
住
宅
周

辺
は
早
朝
に
散
布
し
ま
す
。

・ 
雨
天
、
強
風
等
で
散
布
日
が
翌

日
に
順
延
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
注
意
事
項

薬
剤
の
散
布
に
は
十
分
注
意
し

て
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
次
の
こ

と
を
留
意
の
う
え
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

① 

水
稲
の
栽
培
ほ
場
近
く
の
家
屋

で
は
、
散
布
中
は
窓
を
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

　

 

ま
た
、
洗
濯
物
は
屋
内
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

② 

散
布
中
は
散
布
区
域
へ
立
ち
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

 

ま
た
、
子
ど
も
に
は
特
に
注
意

を
う
な
が
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
都
宮
農
協
水
稲
病
害
虫
防
除

推
進
協
議
会

　
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
南
河
内
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー

　

☎（
48
）2
2
1
5

第
１
回
下
野
市
総
合

教
育
会
議
を
開
催

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に

よ
り
、
市
長
と
教
育
委
員
会
が
十

分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、
地
域
の

教
育
の
課
題
や
あ
る
べ
き
姿
を
共

有
し
て
、
よ
り
一
層
民
意
を
反
映

し
た
教
育
行
政
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
、
総
合
教
育
会

議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
16
日
に
第
１
回
下
野
市
総

合
教
育
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
教

育
に
関
す
る
大
綱
」
を
今
年
度
中

に
策
定
す
る
こ
と
や
会
議
を
年
３

回
程
度
開
催
す
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
下
野

市
と
し
て
重
点
的
に
講
ず
べ
き
教

育
施
策
に
つ
い
て
も
協
議
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
総
務
課　

☎（
52
）1
1
1
7

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

機構へ貸付を
行う面積 単価（万円／戸）

0.5ha以下 30万円

0.5ha超2ha 以下 50万円

2ha超 70万円
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イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

くらしの情報

納
税
は
お
済
み
で
す
か
？

平
成
27
年
度
下
野
市
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
第
一
期
（
全
期
前
納
）
納
期

限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
付
は
納
期
内
が
原
則
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
方
が

納
期
内
納
付
を
し
て
い
な
い
た
め
、

次
の
と
お
り
督
促
状
を
発
送
し
て

い
る
状
況
で
す
。

■
平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
督
促
状
発
送
件
数

　
（
６
月
22
日
発
送
分
）

固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

　

2
1
3
0
件

軽
自
動
車
税
（
第
１
期
）

　

2
2
1
2
件

※ 

督
促
状
の
発
送
に
は
１
件
当
た

り
約
1
0
0
円
の
経
費
が
か

か
り
ま
す
。

　
「
う
っ
か
り
納
付
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
」

　
「
納
付
書
を
な
く
し
て
し
ま
っ

た
」
等
の
理
由
で
納
付
が
遅
れ
た

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金

が
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
一

人
ひ
と
り
が
真
剣
に
お
考
え
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

納
税
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

次
の
口
座
振
替
取
り
扱
い
金
融
機

関
の
窓
口
で
で
き
ま
す
。

■
口
座
振
替
取
り
扱
い
金
融
機
関

足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
足
利
小

山
信
用
金
庫
、
宇
都
宮
農
業
協
同

組
合
、
小
山
農
業
協
同
組
合
、
三

井
住
友
銀
行
（
介
護
・
後
期
除
く
）

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

 
h
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コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
付
で
き
ま
す

日
中
、
市
役
所
や
銀
行
等
に
行

く
時
間
が
な
い
方
は
、
24
時
間
い

つ
で
も
納
め
ら
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
納

付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
バ
ー

コ
ー
ド
付
き
納
付
書
に
限
り
ま

す
）な

お
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
コ

ン
ビ
ニ
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
取

り
扱
い
店
は
納
付
書
裏
面
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

公
平
な
納
税
を
実
現
す
る

た
め
に

納
付
の
督
促
に
応
じ
ず
納
付
す

る
意
思
が
な
い
人
な
ど
に
は
財
産

調
査
及
び
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。

下
野
市
及
び
栃
木
県
で
は
新
規

滞
納
を
防
止
す
る
た
め
に
現
年
度

の
滞
納
に
つ
い
て
も
徴
収
の
強
化

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ま
だ
納
期
限
か
ら
期
間
が
経

っ
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
ず
、
納
期
内
納
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。

納
付
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
き

は
速
や
か
に
税
務
課
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

「
税
金
が
支
え
る

　
　
　
　

明
る
い
社
会
」

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に

伴
う
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
所

得
の
低
い
方
に
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
給
付
金
は
、
基
準

日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
時
点

で
下
野
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
方

（
外
国
人
を
含
む
）
が
対
象
で
す
。

基
準
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が

な
い
方
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い

た
市
町
村
で
申
請
の
受
付
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
非

課
税
の
方

※ 

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親

族
お
よ
び
生
活
保
護
の
受
給

者
で
あ
る
場
合
な
ど
は
除
き

ま
す
。

■
支
給
額

　

１
人
に
つ
き
６
千
円

■
申
請
受
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

支
給
対
象
の
方
に
は
、
８
月
下

旬
に
「
通
知
書
」
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

申
請
期
間
に
つ
い
て
は
、
９
月

１
日
〜
３
月
１
日
ま
で
の
６
か
月

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
順
次
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ま
だ
、
確
定
申
告
、
ま
た
は
住

民
税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
課　

☎（
52
）1
1
1
2

  

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
給
の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す

「臨時福祉給付金」の
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”

にご注意ください。

ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員をかたった電
話がかかってきたり、郵便が届いたら、市役所や警察署（ま
たは警察相談専用電話（＃９１１０））にご連絡ください。

税のお知らせ

■問い合わせ先
　税務課　☎（40）5554
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

高
齢
者
の
方
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端

末
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
認
知
症
等
に
よ
り
徘

徊
癖
の
あ
る
高
齢
者
等
に
対
し
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
位
置
情
報
を

検
索
、
提
供
す
る
端
末
を
貸
与
し

て
い
ま
す
。

■
利
用
対
象
者

・ 

徘
徊
行
動
の
見
ら
れ
る
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

・ 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定
す

る
障
害
者
お
よ
び
障
害
児
で
、

所
在
が
不
明
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
方
。

・
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
方

■
申
請
場
所

・
高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）

■
申
請
方
法

　

窓
口
に
て
申
請
用
紙
に
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
印
鑑
、
通
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
端
末
の
貸
与
方
法

　

申
請
内
容
を
審
査
し
た
後
、
職

員
が
直
接
お
宅
ま
で
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
」

４
周
年
を
迎
え
６
月
５
日
に
南

河
内
公
民
館
に
お
い
て
1
0
3
名

の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
日
程
・
場
所

南
河
内
公
民
館

　

８
月
７
日
㈮
・
９
月
４
日
㈮

※ 
原
則
、
毎
月
第
１
金
曜
日
に
開

催
石
橋
公
民
館

　

８
月
20
日
㈭　

１
周
年
記
念

※ 

原
則
、
偶
数
月
に
開
催
（
次
回

は
10
月
８
日
）

■
２
会
場
共
通
事
項

時　

間
：
午
後
２
時
〜
4
時

参
加
費
：
5
0
0
円（
歌
集
貸
出
）

講　

師
：
三
好　

創は
じ
め　

先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

　

歌
声
の
会
「
は
じ
め
」

　
代
表　

佐
藤　

☎（
48
）1
6
6
3

平
成
27
年
度
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

次
の
受
験
資
格
⑴
〜
⑷
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
の
た
め
の
、

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

⑴ 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る

者
又
は
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
で
あ
っ
た
者
で
、
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以

上
に
な
る
も
の

⑵ 

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
又
は
免
除
を
受
け
ず
、
か

つ
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

に
満
15
歳
に
達
す
る
者
で
、
そ

の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学

校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得

な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学

大
臣
が
認
め
た
も
の

⑶ 

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
満

16
歳
以
上
に
な
る
者
（
⑴
及
び 

⑷
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

⑷ 

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に

満
15
歳
以
上
に
な
る
も
の

■
願
書
受
付
期
間

　

８
月
24
日
㈪
〜
９
月
11
日
㈮

■
願
書
受
付

受
験
希
望
者
は
、
文
部
科
学
省

に
出
願
書
類
を
提
出
す
る
。

■
試
験
日　

10
月
28
日
㈬

■
試
験
場

栃
木
県
庁
南
庁
舎　

２
号
館

　

〒
3
2
0

－

8
5
0
1

　
宇
都
宮
市
塙
田
１
丁
目
１
番
20
号

■
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

■
試
験
の
方
法　

筆
記
（
視
覚
障

害
者
に
つ
い
て
は
点
字
）
と
す
る
。

た
だ
し
、
特
別
の
配
慮
を
必
要
と

す
る
場
合
は
、
別
途
協
議
す
る
。

■
合
格
発
表　

12
月
７
日
㈪
の
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教

職
員
課
総
務
担
当

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
3
9
1

８
月
３
日
か
ら
法
務
局
の
登
記

相
談
が
予
約
制
に
な
り
ま
す

宇
都
宮
地
方
法
務
局
の
登
記
の

申
請
に
関
す
る
相
談
が
、
８
月
３

日
㈪
か
ら
電
話
に
よ
る
予
約
制
と

な
り
ま
す
。

■
予
約
相
談
日
時

　

平
日
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
不
動
産
登
記　

小
山
出
張
所

　

☎（
22
）０
３
６
１

○
会
社
法
人
登
記
法
人
登
記
部
門

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）0
9
1
6

平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
通
知
す
る
カ
ー
ド
（
通
知
カ

ー
ド
）
が
皆
さ
ん
の
住
民
票
の
住
所

に
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を

有
す
る
す
べ
て
の
方
に
1
人
一
つ

付
番
さ
れ
る
12
桁
の
番
号
で
社
会

保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で

効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、
複
数

の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報

が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
も

の
で
す
。

通
知
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い

る
番
号
は
一
生
使
う
も
の
で
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
通

知
カ
ー
ド
を
確
実
に
お
受
け
取
り

い
た
だ
く
た
め
、
今
の
お
住
ま
い

と
住
民
票
の
住
所
が
異
な
る
方
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に
、
住
所

の
異
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
全
国
共
通

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
0
5
7
0（
20
）0
1
7
8

　

市
民
課　

☎（
40
）5
5
5
6
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募　

集

下
野
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を

募
集
し
ま
す

下
野
市
で
は
、
市
の
知
名
度
や

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
様
々
な
も
の

を
「
下
野
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認

定
し
ま
す
。
現
在
、
24
件
を
認
定

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
続
く

新
た
な
下
野
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を

募
集
し
ま
す
。

■
認
定
の
対
象

⑴
特
産
品

①
一
次
産
品
、
加
工
品
、
工
芸
品

・ 

下
野
市
で
生
産
、
製
造
、
加

工
さ
れ
た
も
の
及
び
本
市
の

生
産
物
を
材
料
と
し
て
製
造
、

加
工
さ
れ
た
も
の

②
市
内
産
業
の
製
品
・
技
術

・ 

下
野
市
内
の
事
業
所
で
製
造
さ

れ
た
製
品
ま
た
は
技
術

⑵ 

文
化
財
等
地
域
資
源

・ 

歴
史
的
遺
産
、
文
化
的
な
行

事
・
祭
事
・
芸
術
・
芸
能
・

施
設
、
観
光
資
源
、
自
然
、

景
観
及
び
取
組
等

・ 

本
市
に
存
す
る
も
の
ま
た
は
伝

承
さ
れ
て
い
る
も
の

■
審
査
基
準

・
下
野
ら
し
さ
・
独
自
性

・
希
少
性
・
信
頼
性
・
安
全
性

・
市
場
性
・
将
来
性
・
話
題
性

■
認
定
期
間

①
一
次
産
品
、
加
工
品
、
工
芸
品

　

平
成
31
年
３
月
ま
で

②
市
内
産
業
の
製
品
・
技
術

　

平
成
33
年
３
月
ま
で

③
文
化
財
等
地
域
資
源　

無
期
限

■
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
取
り
扱
い

　
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

へ
の
掲
載
」、「
市
内
外
イ
ベ
ン
ト

で
の
P
R
・
販
売
」、「
道
の
駅
、

観
光
協
会
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
・
販
売
」

な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

９
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
申
請
書

（
特
産
品
）
ま
た
は
推
薦
書
（
文

化
財
等
地
域
資
源
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
商
工
観
光
課
へ
直
接

持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
・
推
薦
書
配
布
場
所

　

商
工
観
光
課
（
南
河
内
図
書
館

２
階
）、
国
分
寺
庁
舎
・
石
橋
庁

舎
市
民
課
窓
口

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

 
h
ttp
://w

w
w
.city

.
shim

otsuke.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎（
48
）２
１
１
２

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

募
集
い
た
し
ま
す
！

下
野
市
国
際
交
流
協
会
は
設
立

10
周
年
を
祝
し
て
、
地
域
の
方
々

に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
内
容

　

図
と
文
字
セ
ッ
ト
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。
文
字
は
「
下
野

市
国
際
交
流
協
会
」
ま
た
は

「Shim
otsuke International 

A
ssociation

」
と
し
ま
す
。

図
の
テ
ー
マ
は
「
橋
」
で
す
。

「
橋
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
に
取
り

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

色
調
は
自
由
で
す
。

■
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

 
８
月
３
日
㈪
〜
９
月
４
日
㈮

■
応
募
方
法

作
品
に
応
募
用
紙
を
添
え
て
、

郵
送
、
持
参
、
も
し
く
は
電
子
メ

ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

本
協
会
に
お
い
て
選
考
委
員
会

を
設
置
し
、
厳
正
に
審
査
を
行
い

ま
す
。

■
賞
お
よ
び
公
表

・ 

最
優
秀
賞
（
採
用
作
品
）
：
1

点
（
賞
状
・
副
賞
3
万
円
）

・ 

優
秀
賞
：
１
点
（
賞
状
・
副
賞

１
万
円
）

受
賞
さ
れ
た
方
に
通
知
す
る
と

と
も
に
、
本
協
会
設
立
10
周
年
式

典
（
12
月
予
定
）
で
発
表
し
ま
す
。

※ 

募
集
要
項
に
詳
し
い
応
募
方
法

や
注
意
事
項
等
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
お
読
み

に
な
っ
た
う
え
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

募
集
要
項
及
び
ロ
ゴ
マ
ー
ク
応

募
用
紙
は
市
民
協
働
推
進
課
窓
口

に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
下
野
市
役
所
国
分
寺
庁
舎
２
階
・

市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）5
5
8
5

　

 
shim

inkyoudousuishin@
city. shim

otsuke.lg.jp

県
の
施
設
を
み
る「
県
民

バ
ス
」参
加
者
募
集

■
日
時　

９
月
17
日
㈭

　
第
１
集
合
地
：
小
山
市
総
合
公
園

（
午
前
９
時
10
分
集
合
、
午
後
４

時
30
分
解
散
）

　

第
２
集
合
地
：
道
の
駅
「
し
も

つ
け
」

（
午
前
８
時
50
分
集
合
、
午
後
４

時
10
分
解
散
）

■
見
学
施
設　

と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ

ー
、
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
・
計
量

検
定
所
、
昼
食
は
、
道
の
駅
ど
ま

ん
な
か
た
ぬ
ま
（
各
自
自
由
）

■
対
象　

小
山
市
、
下
野
市
、
野

木
町
に
お
住
ま
い
の
方

■
定
員　

50
人
（
抽
選
）

■
申
込
方
法　

1
0
4
円
の
往
復

は
が
き
の
「
往
信
用
裏
面
」
に
、

①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号
、

④
年
齢
、
⑤
性
別
、
⑥
希
望
集
合

地
を
明
記
の
う
え
、

「
〒
3
2
0

－

8
5
0
1
（
住
所

不
要
）
栃
木
県
庁　

広
報
課　

県

民
プ
ラ
ザ
室
」
ま
で
。
１
枚
の
は

が
き
で
最
大
２
名
の
申
込
可
。
２

名
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
〜
⑥

を
明
記
。

■
締
切　

８
月
27
日（
消
印
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
民
プ
ラ
ザ
室

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
７
６
６

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

5
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

定
期
歴
史
講
座
ご
案
内

下
野
市
と
周
辺
の
古
墳
な
ど
を

学
ぶ
歴
史
講
座
を
受
講
す
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

第
３
回
歴
史
講
座

■
テ
ー
マ

　

甲
塚
古
墳
の
調
査
に
つ
い
て

■
開
催
日　

８
月
30
日
㈰

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
２
時
間
程
度
）

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

1
0
0
円
（
入
館
料
無
料
）

■
受
付
開
始　

８
月
４
日
㈫
か
ら

■
募
集
人
数　

40
名
（
定
員
制
）

第
４
回
歴
史
講
座

■
テ
ー
マ　

上
三
川
町
の
古
墳
の

調
査
に
つ
い
て

■
開
催
日　

９
月
27
日
㈰

■
受
付
開
始　

９
月
１
日
㈫
か
ら

各
回
共
通

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

窓
口
ま
た
は
電
話
に
て（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

グ
リ
ム
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
出
店
者・演
奏
者
募
集

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

で
は
、「
第
４
回
グ
リ
ム
の
森
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
９
月
26
、
27

日
の
２
日
間
開
催
し
ま
す
。
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
一
緒
に
盛
り

あ
げ
て
い
た
だ
く
出
店
者
、
演
奏

者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店

■
出
店
日
時　

９
月
26
日
㈯
、
27

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
午

後
8
時
ま
で
延
長
可
）

■
出
店
物

　

飲
食
類
、
生
活
雑
貨
類
、
農
産

物
類
、
そ
の
他

■
出
店
数　

8
店
舗
程
度

■
出
店
料　

原
則
１
日
２
，０
０

０
円

■
出
店
条
件

　

①
か
②
に
該
当
す
る
こ
と

① 

市
内
に
店
舗
を
構
え
て
い
る
か
、

ま
た
は
自
治
会
等
の
団
体

② 

過
去
1
年
間
に
グ
リ
ム
の
森

「
グ
リ
ム
の
館
」
に
お
い
て
出

店
の
実
績
が
あ
る
団
体

■
申
込
期
限　

８
月
15
日
㈯
午
後

５
時
ま
で
に
グ
リ
ム
の
館
へ
申
込

書
を
持
参
ま
た
は
、
F
A
X
し
て

く
だ
さ
い
。

森
の
音
楽
会
参
加

■
開
催
日
時　

９
月
26
日
㈯
午
前

10
時
30
分
頃
〜
午
後
４
時

■
演
奏
の
内
容

　

合
唱
、楽
器
演
奏
、ダ
ン
ス
（
邦

楽
、
カ
ラ
オ
ケ
歌
唱
は
除
く
）

■
演
奏
時
間　

１
団
体
20
分
程
度

（
準
備
時
間
等
も
含
む
）

■
参
加
対
象

　

幼
児
か
ら
一
般
ま
で

① 

市
内
に
活
動
拠
点
の
あ
る
音
楽

団
体

② 

グ
リ
ム
の
館
に
お
い
て
音
楽
利

用
の
実
績
が
あ
る
団
体

■
参
加
数

　

申
し
込
み
の
状
況
に
よ
り
決
定

■
申
込
期
限　

８
月
８
日
㈯
午
後

５
時
ま
で
に
グ
リ
ム
の
館
へ
申
込

書
を
持
参
ま
た
は
、
F
A
X
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 
詳
細
は
、
グ
リ
ム
の
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
申
込
用
紙
は
、
グ
リ
ム
の
館
で

配
付
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）1
1
8
0

　

（
52
）1
1
8
1

　

 
info@

grim
m
-no.net

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
運

営
事
業
者
公
募
要
項
配
布

下
野
市
で
は
、
下
野
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営
事
業
者

（
広
域
型
・
地
域
密
着
型
各
１
施

設
）
を
整
備
す
る
た
め
、
設
置
及

び
運
営
を
行
う
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
要
項
の
配
布

　

平
成
27
年
８
月
10
日
㈪
〜
９
月

４
日
㈮
ま
で
、
高
齢
福
祉
課
（
き

ら
ら
館
内
）
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

■
申
請
書
の
受
付

・
受
付
期
間　

９
月
24
日
㈭
〜
10

月
１
日
㈭
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
）

・
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

5
時

■
提
出
場
所　

高
齢
福
祉
課
（
き

ら
ら
館
内
）

■
提
出
方
法　

責
任
者
が
直
接
、

高
齢
福
祉
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
等
不
可
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
5

平
成
28
年
度　

施
設
型
給
付　

幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
教
育
標
準
時

間
認
定
）
新
入
園
児
募
集
に
つ
い
て

■
入
園
申
込
書
案
内
配
布

　

９
月
１
日
㈫
〜

■
受
付
期
間

　

９
月
８
日
㈫
〜
９
月
30
日
㈬

（
一
次
募
集
）

※ 

受
付
期
間
以
降
も
随
時
受
付
を

行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

入
園
を
希
望
さ
れ
る
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
か
ら
入
園
申
込
書

を
受
け
取
り
、
施
設
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

※
満
３
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
れ

ば
、
年
度
途
中
か
ら
で
も
入
園
が

で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
入
園
希
望

の
施
設
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保

育
標
準
時
間
認
定
・
保
育
短
時
間

認
定
）
の
入
園
申
込
み
の
受
付
期

間
は
、
10
月
１
日
㈭
〜
10
月
30
日

㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
号
広
報
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.８
41

くらしの情報

平
成
27
年
度
統
計
グ
ラ
フ

栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集

県
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
、
大
学
生
及
び
一
般
の
方
を

対
象
に
統
計
グ
ラ
フ
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

■
課
題　

自
由
。
た
だ
し
、
小
学

校
４
年
生
以
下
の
児
童
の
応
募
に

つ
い
て
は
、
児
童
が
自
ら
観
察
ま

た
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
と
す
る
。

■
用
紙
の
大
き
さ　

Ｂ
２
判
（
仕

上
げ
寸
法
７
２
・
８
㎝
×
５
１
・５

㎝
）
縦
・
横
ど
ち
ら
で
も
可
。（
貼

り
合
わ
せ
で
も
Ｂ
２
判
で
あ
れ
ば

可
）

■
紙
質
・
色
彩　

自
由
。
た
だ
し
、

裏
面
の
板
張
り（
パ
ネ
ル
仕
上
げ
）、

表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
は
不
可
。

■
応
募
点
数　

１
人
で
何
点
で
も

応
募
可
。
た
だ
し
、
２
枚
以
上
に

わ
た
る「
シ
リ
ー
ズ
作
品
」は
不
可
。

■
合
作
の
人
数　

１
つ
の
作
品
に

つ
い
て
５
人
以
内
。 

■
そ
の
他　

第
三
者
が
作
成
し
た

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
送
り
先　

栃
木
県
統
計
課

　

〒
３
２
０

－
８
５
０
１　

宇
都

宮
市
塙
田
１

－

１

－

２
０ 

■
締
切
日　

９
月
３
日
㈭

　

栃
木
県
統
計
課
必
着

※
入
賞
作
品
の
発
表
は
９
月
下
旬

に
行
い
、
平
成
28
年
２
月
５
日
㈮

開
催
の
「
栃
木
県
統
計
大
会
」
に

お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

な
お
、
優
秀
作
品
は
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品
し
ま
す
。

■
主
催　

栃
木
県
、
栃
木
県
教
育

委
員
会
、
栃
木
県
統
計
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
統
計
課

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
2
4
2 

※ 

詳
し
く
は
栃
木
県
統
計
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ 
を
ご
覧
く
だ
さ

い

　

 
http://w

w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/c04/pref/toukei/
toukei/top.htm

l.

夏
休
み
体
験
教
室

夏
休
み
の
子
ど
も
や
親
子
を
対

象
に
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
８
月
16
日
㈰

子
ど
も
の
た
め
の
絵
画
教
室

■
８
月
22
日
㈯

テ
ー
プ
デ
コ
、
チ
ョ
ー
ク
ア
ー

ト
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
キ
ラ
キ
ラ
コ
ス
メ
、

木
工
工
作
な
ど
。

（
共
催
：
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ 

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ド
ロ
ッ
プ
）

■
８
月
23
日
㈰

た
ね
の
ブ
ロ
ー
チ
＆
マ
グ
ネ
ッ

ト
、
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
、
タ
イ
ル
ク

ラ
フ
ト
、
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、
サ
ン
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
、
バ
ス
フ
ィ
ズ
、
ア
ロ
マ

芳
香
剤
、
ま
ん
だ
ら
ア
ー
ト
、
花

育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
デ
コ
カ
チ

ュ
ー
シ
ャ
、
ミ
ニ
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク

パ
ー
ク
、
う
ち
わ
＆
マ
グ
カ
ッ
プ

作
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
、

パ
ス
テ
ル
画
体
験
、
版
画
教
室
、

万
華
鏡

■
時
間

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
参
加
料

　

5
0
0
円
〜
1
，0
0
0
円

■
申
込
方
法

グ
リ
ム
の
館
窓
口
ま
た
は
電
話

で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
余
裕
の
あ
る
と
き
は
当
日

参
加
も
で
き
ま
す
。

詳
し
い
講
座
の
内
容
や
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
公
式
サ
イ
ト
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）1
1
8
0

　

 
http://w

w
w
.grim

m
-no.

net/

海
浜
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

■
期
日　

10
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰

（
１
泊
２
日
）

■
内
容　

テ
ン
ト
設
営
、テ
ン
ト

泊
、野
外
調
理
、カ
ニ
釣
り
ほ
か

■
募
集
人
員　

栃
木
県
民
一
般

15
組（
小
学
生
以
上
）

■
参
加
費

　

大
人　
　

４
，９
０
０
円

　

高
校
生　

４
，５
０
０
円

　

中
学
生　

４
，３
０
０
円

　

小
学
生　

４
，２
０
０
円

■
申
込
み
方
法

　

は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
・
メ
ー

ル
で
施
設
へ
申
し
込
む

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り　

９
月
14
日
㈪

■
そ
の
他　

定
員
を
超
え
る
場
合

は
抽
選

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

〒
3
1
1

－

1
4
1
2

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
3
3
6

－

２
　

☎
0
2
9
1（
37
）4
0
0
4

　

 

0
2
9
1（
37
）4
0
0
8

　

 
kaihin-info@

tm
f.or.jp

（
指
導
課　

担
当　

生
形
・
出
口
）

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル　

実
施
中

〜
道
の
駅
し
も
つ
け
の
新
鮮
食

材
を
使
っ
て
、
簡
単
！
お
い
し

い
！
調
理
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

市
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
道

の
駅
し
も
つ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
講
師　

臼
居
芳
美 

先
生

■
定
員　

１
回
32
名

■
受
付
方
法

　

電
話
（
９
：
30
〜
18
：
00
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
（
９
：
30
〜
24
：
00
）

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は

「
参
加
の
し
お
り
」
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
参
加
費　

　

１
，2
0
0
円
程
度（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運

営
事
務
局　

☎
0
2
8（
6
3
5
）

2
5
7
7

　

 
http://w

w
w
.kanpi-

shim
otsuke.co.jp/open-

school/index.htm
l

計
量
モ
ニ
タ
ー
募
集

県
で
は
、
普
段
皆
さ
ん
が
購
入

し
て
い
る
食
料
品
を
、
実
際
に
計

量
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
通
じ
て
、

計
量
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
計
量
モ
ニ
タ
ー

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数

10
名
（
先
着
順
）

■
活
動
内
容

10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
の

期
間
中
に
購
入
し
た
商
品
の
う
ち
、

調
査
対
象
商
品
に
つ
い
て
計
量
し
、

計
量
日
誌
に
記
入
し
ま
す
。

※ 

は
か
り
は
、
県
か
ら
貸
与
さ
れ

ま
す
。

■
資
格
要
件

① 

現
に
下
野
市
に
世
帯
を
有
し
て

い
る
満
20
歳
以
上
の
方

② 
期
間
中
、
モ
ニ
タ
ー
業
務
に
従

事
で
き
る
方

③ 

過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

が
な
い
方

④ 

説
明
会
に
参
加
で
き
る
方

以
上
の
条
件
を
満
た
す
方

■
説
明
会

９
月
16
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

（
2
時
間
程
度
）

南
河
内
公
民
館
2
階
会
議
室

■
謝
礼
等

　

６
，０
０
０
円

■
募
集
期
間

８
月
３
日
㈪
か
ら
８
月
20
日
㈭

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

手
話
講
習
会（
入
門
コ
ー

ス
）受
講
者
募
集

聴
覚
障
が
い
者
の
理
解
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
初
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
受

講
で
き
る
内
容
で
す
。

■
日
時

10
月
６
日
〜
12
月
15
日
の
毎

週
火
曜
日
（
全
10
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
・
定
員

市
内
在
住
・
在
勤
者
の
方
（
な

る
べ
く
7
回
以
上
受
講
可
能
な
方

（
15
名
）
初
め
て
受
講
さ
れ
る
方

を
優
先
）

■
申
込
締
切

　

８
月
28
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）1
2
3
6

し
も
つ
け
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ（
仮
称
）団
員
募
集

市
民
に
よ
る
吹
奏
楽
団
を
結
成

し
ま
し
た
。
楽
器
経
験
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

高
校
生
以
上
で
楽
器
・

譜
面
台
を
持
参
で
き
る
方
、
楽
器

の
無
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
練
習
日

毎
週
土
曜
日　

午
後
６
時
〜
９

時■
場
所　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
参
加
費

毎
月
１
，0
0
0
円（
学
生
は
半
額
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

稲
葉　

☎（
51
）1
4
7
7

　

 
http://shim

otukew
o.w
eb.

fc2.com

　

 
21780368@

um
ail.plala.or.jp

河
内
龍
興
寺
道
院
拳
士
募
集

６
月
14
日
に
鹿
沼
市
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
た
少
林
寺
拳
法

2
0
1
5
年
栃
木
県
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
河
内
龍
興
寺
道

院
で
は
、見
学（
南
河
内
武
道
場
）・

入
会
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

近
藤
純
雄　

☎（
48
）0
1
1
5

月日 曜日 時間 テーマ（メニュー） 申　込
受付日

9/14 月

10：30～
13：00　 The JAPAN　美味しい出汁教室（昆布・カツオ編）

（天ぷら・焼きおにぎり茶漬け（すまし汁：昆布・カ
ツオ））

8/17
14：30～
17：00　

10/8 木 10：30～
13：00　

しもつけスイーツ・ハロウィン
(かぼちゃのモンブラン・かぼちゃのケークサレ) 9/8

11/16 月

10：30～
13：00　 秋の恵みたっぷりイタリアン

（ニョッキ（トマト・クリーム・キノコソース）・
ジャーサラダ）

10/14
14：30～
17：00　
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相　

談

住
宅
総
合
相
談
会
の

お
知
ら
せ

栃
木
県
で
は
、
住
宅
に
関
す
る

相
談
（
住
宅
の
耐
震
対
策
、
空
き

家
の
利
活
用
、
既
存
住
宅
の
リ
フ

ォ
ー
ム
、
住
宅
購
入
時
の
登
記
手

続
、
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）

に
つ
い
て
、
建
築
士
や
司
法
書
士

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る

「
住
宅
総
合
相
談
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
25
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館
１
階
展

示
ホ
ー
ル

■
相
談
料　

無
料

■
そ
の
他　

予
約
優
先
（
※
事
前

予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。）

■
事
前
予
約

　
（
一
社
）
栃
木
県
建
築
士
会

　

☎
0
2
8（
6
3
9
）3
1
5
0

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
土
整
備
部
住
宅
課

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
4
8
3

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

　

８
月
27
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

4
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）１
６
７
２

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

　

８
月
12
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

小
杉
孝
一　

☎（
21
）６
３
１
２

就　

職

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

　

保
育
士
：
時
給　

１
，０
５
０
円

　

保
健
師
：
時
給　

１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入
（
短
時

間
勤
務
を
除
く
）

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

① 

フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

小
山
地
区
大
卒
等

就
職
面
接
会

平
成
28
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

定
者
お
よ
び
卒
業
後
３
年
以
内
の

方
を
対
象
と
し
た
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
開
催
場
所

　

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

小
山
市
神
鳥
谷
2
0
2

　

☎（
24
）5
1
1
1

■
参
加
予
定
企
業
数

　

50
社

■
参
加
対
象
者　

平
成
28
年
３
月

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
等
卒
要
予
定
者
お
よ
び

卒
業
後
３
年
以
内
の
方

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

☎（
37
）7
1
2
7（
学
卒
担
当
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
が
、
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳

に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金　

日
額
3
1
0
円

■
特
徴

① 

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
は
簡
単
で
す
。

② 

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

③ 

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

④ 

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税

法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

⑤ 

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

☎
０
３（
6
7
3
1
）2
8
6
6

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
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各
種
自
衛
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

平
成
28
年
３
・
４
月
に
入
隊
す

る
各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

○
航
空
学
生

■
応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈯
〜
９
月
８
日
㈫

■
試
験
日
（
一
次
試
験
）

　

９
月
23
日
㈬
祝
日

○
一
般
曹
候
補
生

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈯
〜
９
月
８
日
㈫

■
試
験
日
（
１
次
試
験
）

９
月
18
日
㈮
、
19
日
㈯
（
い
ず

れ
か
一
日
）

○
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈯
〜
９
月
８
日
㈫

　

※
男
子
は
通
年
で
募
集

■
試
験
日　

９
月
下
旬

（
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

※ 

応
募
年
齢
は
平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎
0
2
8
5（
25
）4
7
6
3

県
南
産
業
技
術
専
門
校

10
月
訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
・
定
員

・
機
械
加
工
科　

５
名

・
Ｎ
Ｃ
機
械
科　

10
名

・
板
金
溶
接
科　

５
名

■
訓
練
期
間

　

10
月
５
日
〜
３
月
22
日
（
６
ヶ

月
）

■
対
象
者　

就
職
の
た
め
の
技
術

を
身
に
つ
け
た
い
方（
求
職
者
等
）

■
費
用　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
等
自
己
負
担
あ
り
）

■
募
集
期
間

　

８
月
３
日
㈪
〜
21
㈮
日

■
選
考
日　

８
月
28
日
㈮

■
そ
の
他

・ 

施
設
内
見
学
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

・ 

求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術

　

専
門
校　

足
利
市
多
田
木
町
76

　

☎
0
2
8
4（
91
）0
8
0
3

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
巡

回
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

就
労
総
合
相
談
員
と
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
労
に
関

す
る
巡
回
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
就
労
活
動
の
心
構
え
や

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け

方
な
ど
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
も

併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

巡
回
相
談
及
び
セ
ミ
ナ
ー
は
無

料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

総
合
相
談
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
及
び
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
は

予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、
開
催

日
の
前
日
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
巡
回
相
談
の
内
容
（
要
予
約
）

○
総
合
相
談

ど
の
よ
う
な
悩
み
が
あ
る
か
お

話
を
お
う
か
が
い
し
、
情
報
の
提

供
や
相
談
窓
口
の
ご
案
内
を
し
ま

す
。就

職
に
関
す
る
悩
み
・
不
安
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
・
生
活
資
金
、

住
宅
に
関
す
る
情
報
提
供
等

○
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

自
分
の
経
験
・
能
力
・
価
値
観
・

興
味
な
ど
を
見
つ
め
な
お
し
、
再

確
認
す
る
こ
と
で
自
分
の
方
向
性

の
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

・
適
正
職
業
診
断

パ
ソ
コ
ン
で
あ
な
た
の
適
職
に

つ
い
て
診
断
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

・
就
職
相
談

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受

け
方
の
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

○
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
：
就
職
活
動
の
心
構
え
、

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け

方
　

参
加
人
数
：
先
着
15
名

■
期
日　

９
月
10
日
㈭

■
時
間

セ
ミ
ナ
ー
：
午
前
10
時
30
分
〜
正

午相
談
会
：
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

　

道
の
駅
し
も
つ
け
研
修
室

■
申
し
込
み
先

　

下
野
市
商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
労
働
政
策
課

　

ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
担
当

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
2
2
6

　

 
rousei@

pref.tochigi.lg.jp

「
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ

ア
応
援
セ
ン
タ
ー

ぷ
ら
っ
と
」
の
ご
案
内

栃
木
県
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の

方
々
の
社
会
貢
献
し
た
い
、
働
き

た
い
、
仲
間
を
作
り
た
い
な
ど
の

社
会
参
加
活
動
を
応
援
す
る
た
め

「
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援

セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
ぷ
ら
っ
と
）」

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
電
話
、
電
子
メ
ー

ル
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。）

「
ぷ
ら
っ
と
」
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
経
歴
や
希
望
を
う
か
が

い
、
希
望
に
添
っ
て
、
最
も
適
し

た
活
動
先
を
紹
介
し
て
く
れ
る
関

係
機
関
を
ご
案
内
し
ま
す
。
社
会

参
加
活
動
に
関
す
る
資
料
な
ど
の

閲
覧
も
で
き
ま
す
。

■
場
所

宇
都
宮
市
駅
前
通
り
1

－

3

－

1
　

Ｋ
Ｄ
Ｘ
宇
都
宮
ビ
ル　

３
階

■
開
設
時
間

○
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援

セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
8（
6
2
2
）3
0
1
8
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プ
リ
カ
詐
欺
と
は
、「
業
者
に
料

金
を
請
求
さ
れ
て
、
そ
の
支
払
手

段
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
等
で
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入
を
指
示
さ
れ
、

そ
の
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
番
号

を
伝
え
る
よ
う
要
求
さ
れ
る
」
と

い
っ
た
手
口
の
こ
と
で
す
。

カ
ー
ド
の
番
号
だ
け
で
や
り
取

り
が
で
き
る
タ
イ
プ
の
電
子
マ
ネ

ー
で
は
、
一
度
相
手
に
カ
ー
ド
番

号
を
伝
え
た
り
、
指
示
さ
れ
た
番

号
に
お
金
を
チ
ャ
ー
ジ
し
た
り
す

る
と
、
後
か
ら
と
り
戻
す
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
す
。
業
者
の
指
示

に
は
従
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
！

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

男
性
に
とっ
て
の

　
　
　

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
性
別
に
よ
る
役

割
分
担
意
識
の
解
消
や
、
長
時

間
労
働
の
抑
制
な
ど
の
働
き
方
の

見
直
し
に
よ
る
、
男
性
も
地
域
や

家
庭
へ
参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
性
が
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を

と
る
こ
と
は
、
自
分
や
家
族
に

好
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、

将
来
、
リ
タ
イ
ア
し
た
時
に
家
庭

や
地
域
で
自
分
自
身
を
も
て
余

す
こ
と
な
く
「
自
分
ら
し
く
活

き
活
き
と
暮
ら
す
」
た
め
の
貯

え
と
な
り
ま
す
。
内
閣
府
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
男
性
が
地
域

参
画
に
必
要
な
こ
と
は
、
夫
婦
や

家
族
間
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

よ
く
図
る
こ
と
が
も
っ
と
も
多
い

一
方
、
妻
と
よ
く
話
す
男
性
は
定

年
後
や
老
後
の
楽
し
み
が
あ
る
と

回
答
す
る
方
が
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参

画 

コ
ラ
ム
（
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
Ｈ
Ｐ
）

　

 
http://w

w
w
.gender.

go.jp/policy/m
en_danjo/

colum
n/index.htm

l.

姿
川
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市

の
鞍
掛
山
（
く
ら
か
け
や
ま
）

か
ら
流
れ
だ
し
栗
谷
沢
を
源
流

と
し
て
、
壬
生
町
、
下
野
市
を

南
流
し
小
山
市
で
思
川
へ
と
合

流
す
る
標
高
差
１
６
０
ｍ
、
延

長
約
40
㎞
の
利
根
川
水
系
思
川

の
支
流
と
な
る
一
級
河
川
で
す
。

古
代
よ
り
姿
川
を
運
搬
に

利
用
し
て
い
ま
し
た
。
大
谷
で

切
出
さ
れ
た
大
谷
石
を
運
ぶ
こ

と
が
で
き
た
た
め
流
域
に
は
石

室
を
持
つ
古
墳
が
多
く
点
在
し

て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
北
関
東
に

も
運
搬
に
使
う
水
路
が
整
備
さ

れ
物
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
姿
川
と
い
う
川
の
名

前
は
昔
、
嫉
妬
に
狂
っ
た
女
が

夫
等
を
噛
み
殺
し
、
大
蛇
に
な

っ
て
逃
げ
る
際
に
、
川
に
写
る

自
分
の
姿
を
見
た
と
い
う
伝
説

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
姿
川
の
清
流
に

は
カ
ワ
セ
ミ
が
す
ん
で
い
て
、

カ
ワ
セ
ミ
は
、
体
の
割
り
に
く

ち
ば
し
の
長
い
鳥
で
、
美
し
い

翡
翠
の
よ
う
な
羽
の
色
か
ら
、

飛
ぶ
宝
石
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

渓
流
や
池
沼
を
見
下
ろ
す
木
の

枝
に
と
ま
っ
て
、
水
中
の
獲
物

を
狙
っ
て
い
ま
す
。。
清
流
に

住
む
メ
ダ
カ
な
ど
の
小
魚
を
捕

食
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
き
れ

い
な
川
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

カ
ワ
セ
ミ
の
飛
ぶ
、
ふ
る
さ

と
の
美
し
い
川
を
い
つ
ま
で
も

大
切
に
し
、
守
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
る
」で
す

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の

購
入
を
指
示
す
る
詐
欺

業
者
に
ご
注
意
を
！

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 47ページ

まちがいさがし

わかるかな？

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
全
安
心
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1
③⑤

2 3 4 5 6 7 8
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
9 10 11 12 13 14 15
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
16 17 18 19 20 21 22
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
23 24 25 26 27 28 29
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
30 31
②④ ③⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134 ※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

11日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

18日㈫ 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
19日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
８月11・18日、９月１・８日

（いずれも火曜日）
児童母子相談 8月25日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
8月10･17日､ 9月7日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 8月24日㈪
法律相談 8月13日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
８月７・14・21日、９月４・11日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　8月28日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

8
月
天平公園

下野市職員労働組合
花広場

9
月
天平公園 市農生研国分寺支部

花広場 天平の丘観光ボランティアの会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期限　8月31日㈪
　市県民税 第２期
　国民健康保険税 第２期
　介護保険料 第２期
　後期高齢者医療保険料 第２期
■納期限　8月31日㈪
国民年金保険料 ７月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 22日㈯おもちゃの整理
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

8
August

きらら館は
トレーニング室
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Shimotsuke-City Topics　まちの話題

国民年金だより

新庁舎建設工事の様子

まちづくりって何だろう？（自治基本条例）

保健だより

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

男女共同参画社会

ご存知ですか？小規模特認校
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20

22

25

26

27

28

48

下野市小中学校音楽祭

新・下野市風土記

Let’s SPORTS

下野市私立幼稚園・認定こども園の

子育て支援事業

図書館 Library Information

読書人

くらしの情報（イベントカレンダー）

国際交流員マシアスのコラム

今月
の
表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
数
字
の「
３
」が「
８
」（
５
コ
）　

②
消
防
車
の
下
野　

③
奥
の
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル

今月の何の日

８
月
20
日

交
通
信
号
設
置

記
念
日

現
在
で
は
交
差
点
に
当
た
り
前
の
よ
う
に

あ
る
信
号
機
で
す
が
、1931

（
昭
和
６
）
年

の
こ
の
日
、
日
本
初
の
三
色
灯
（
右
か
ら
赤
・

黄
・
青
）
自
動
信
号
機
が
、
銀
座
の
尾
張
町

交
差
点
（
銀
座
４
丁
目
交
差
点
）
や
京
橋
交

差
点
な
ど
34
カ
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
日
本
初
の
信
号
は
そ
の
前
年
３
月

に
日
比
谷
交
差
点
に
設
置
さ
れ
た
米
国
製
の

電
気
式
信
号
機
で
し
た
。

信
号
機
の
歴
史
を
辿
っ
て
い
く
と1850

年

頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
会

社
が
鉄
道
の
信
号
に
「
赤
」（
危
険
）
と
「
白
」

（
安
全
）
の
油
灯
を
採
用
し
た
の
が
始
ま
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
電
灯
が
普
及
し

て
い
く
に
つ
れ
て
、「
白
」
が
普
通
の
街
路
灯

と
間
違
わ
れ
や
す
く
な
っ
た
た
め
、
安
全
を

表
す
色
は
「
白
」
か
ら
「
緑
」
へ
変
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
赤
と
緑
の
中
間
色

で
あ
る
黄
色
が
加
わ
っ
て
「
赤
・
黄
・
緑
」

の
ス
タ
イ
ル
が
完
成
し
、
現
在
で
は
信
号
機

の
各
色
が
表
す
意
味
は
世
界
共
通
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
緑
信
号
の
こ
と
を
「
青
信
号
」
と

呼
ぶ
の
は
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、「
青
葉
」

や
「
青
野
菜
」
な
ど
緑
色
の
も
の
を
「
青
」

と
呼
ぶ
日
本
語
の
「
青
」
の
範
囲
の
広
さ
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

次
に
街
中
で
信
号
を
見
か
け
た
際
に
は
、

そ
ん
な
信
号
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
（
わ
き
見
運
転
は
な

さ
ら
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

参
考
資
料
：
警
察
庁
（

http://w
w
w
.npa.

go.jp/

）

国分寺 B&G海洋センタープールでは、カヌー教室が
開かれています。水に親しみ、水辺の安全を学ぶ、大人
も子どもも目を輝かせ一心不乱にパドルを操ります。技
術試験に合格すると教室のあと川へツーリングに出かけ
ます。川面に吹く風はとてもすてきです。



■人口と世帯（７月１日現在）
　　人口／60,271人（+16）、男性／30,007人（+22）、女性／30,264人（‒６）、世帯数／22,836世帯（+28）

　

栃
木
県
に
は
大
き
い
市
を
結
ぶ
幹
線

道
路
が
い
く
つ
か
あ
り
、
便
利
な
車
社

会
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆

さ
ん
も
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ド
イ
ツ
で
も
車
社
会
が
同
じ
よ
う
に
発

展
し
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
は
ド
イ
ツ

の
高
速
道
路
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
で
す
。

　

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
ス
ピ
ー
ド
制
限
な

し
の
高
速
道
路
と
し
て
日
本
で
も
有
名

だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
、
半
分
ぐ
ら

い
の
区
間
に
は
制
限
速
度
が
あ
り
ま

す
。
無
制
限
の
区
間
は
主
に
直
線
や
緩

い
カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
だ
け
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
交
通
渋
滞
に
よ
っ
て
遅

く
走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日

本
と
同
じ
よ
う
に
、
平
日
朝
夕
の
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
の
と
き
、
あ
る
い
は
連
休
中

に
よ
く
起
こ
る
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
日
本
の

高
速
道
路
と
違
い
、
無
料
で
走
行
で
き

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
つ
ま

り
、
高
速
道
路
に
入
る
際
の
料
金
所
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
制
限
が
な
く
、

料
金
所
も
な
い
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ

け
で
な
く
世
界
的
に
も
珍
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
の

車
は
ハ
ン
ド
ル
が
日
本
と
は
反
対
の
左

側
で
、
さ
ら
に
ウ
イ
ン
カ
ー
と
ワ
イ

パ
ー
の
レ
バ
ー
も
逆
に
付
い
て
い
ま
す
。

天
気
が
良
い
日
に
、
私
が
運
転
し
て
い

る
車
の
ワ
イ
パ
ー
が
動
い
て
い
る
の

を
見
か
け
た
ら
、
笑
っ
て
も
い
い
け
ど
、

皆
さ
ん
そ
の
理
由
は
わ
か
り
ま
す
ね
。

在
住
外
国
人
向
け
日
本
語
教
室
の

ご
案
内

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日
本

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
を
対
象
と
し
た
日

本
語
教
室
を
開
い
て
お
り
、
日
本
語
講

師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
マ
ン
ト
ゥ
ー

マ
ン
で
外
国
人
の
方
に
日
本
語
を
教
え
て

い
ま
す
。
教
え
る
日
本
語
は
、
平
仮
名

か
ら
日
常
会
話
、
日
本
語
検
定
試
験
に

向
け
た
も
の
な
ど
、
外
国
人
の
方
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
ま
す
。

　

も
し
皆
さ
ま
の
周
り
で
日
本
語
を
学

び
た
い
と
考
え
て
い
る
外
国
人
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
日
本
語
教
室
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

毎
週
土
曜
日

・
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
：
グ
リ
ー
ン

　

タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
：
グ
リ
ー
ン

　

タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
：
石
橋
公
民
館

　

毎
週
日
曜
日

・
午
後
3
時
〜
4
時
30
分
：
石
橋
公
民
館

※
第
３
日
曜
日
は
休
講

■
受
講
条
件
・
受
講
料

　
受
講
料
は
無
料
で
す
。た
だ
し
、受
講
者
に
は
、

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
会
員
に
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
（
年
会
費
１
，０
０
０
円
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
下

野
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
11
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
と
市
民

の
交
流
会（
ふ
く
べ
細
工
作
り
体
験
）

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
は
、
毎
年
8
月

に
「
グ
リ
ム
の
里
夏
期
日
本
語
講
習
会
」

を
開
催
し
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

生
を
下
野
市
に
招
待
し
、
2
週
間
の
滞
在

期
間
中
、
日
本
語
講
習
や
浴
衣
着
付
け

体
験
、
書
道
体
験
、
茶
道
体
験
な
ど
様
々

な
日
本
文
化
体
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
と
下
野
市
の
市

民
の
皆
さ
ま
が
一
緒
に
ふ
く
べ
細
工
を

作
る
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
下
野
市
の
特

産
品
で
あ
る
か
ん
ぴ
ょ
う
を
使
っ
た
ふ

く
べ
細
工
作
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

8
月
18
日
㈫

　

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

　
（
午
後
1
時
30
分
受
付
開
始
）

■
場
所

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

　
（
下
野
市
下
古
山
１
２
２
０
番
地
）

■
参
加
費　

５
０
０
円（
一
人
一
作
品
）

■
持
ち
物　

絵
筆
（
大
小
2
本
）

■ 

申
し
込
み
期
間

　

8
月
7
日
㈮
〜
14
日
㈮

■
定
員　

10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市

役
所
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

在に本

アウトバーンの速度無制限の標識

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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市
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■
〒
329-0492 栃

木
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下
野
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小
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地
　
■
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／
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■
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広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（40）5550情報広報グループまで
ご連絡ください。
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TAKE FREE

国際交流


